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投
票
に
よ
っ
て
社
会
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

象
徴
的
に
表
す
た
め
に
、
空
に
投
票
箱
の
入
り
口
を

か
き
、
そ
の
世
界
自
体
を
絵
の
よ
う
表
現
し
、
外
か

ら
人
が
の
ぞ
き
込
む
と
い
う
独
創
的
で
ユ
ニ
ー
ク
な

構
図
で
描
か
れ
た
ポ
ス
タ
ー
で
す
。
こ
こ
で
は
、
文

字
を
控
え
め
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
標
語
の
意
味

が
説
得
力
の
あ
る
も
の
と
し
て
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

（
雑
誌
「
選
挙
」
平
成
18
年
12
月
号
か
ら
転
載
）
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こ
の
度
、
内
田
満
前
会
長
の
急
逝
の
後
を
う
け
て

会
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
何
分
に
も

突
然
の
こ
と
で
あ
り
、
万
事
不
案
内
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
皆
様
方
の
ご
協
力
を
得
て
、
で
き
る
だ
け
早
く

職
務
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
す
る
よ
う
に
し
た
い
と
存
じ

ま
す
。

内
田
先
生
と
は
三
〇
年
に
わ
た
っ
て
個
人
的
に
親

し
く
お
付
き
合
い
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
回
の
就

任
要
請
も
先
生
の
御
遺
志
の
現
れ
と
考
え
、
お
引
き

受
け
し
ま
し
た
。
改
め
て
先
生
の
本
協
会
に
対
す
る

ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
皆
様
と
共
に

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
自
身
も
政
治
学
者
で
あ
り
、
本
協
会
の
活
動
に

対
し
て
は
か
ね
て
か
ら
関
心
を
も
っ
て
来
ま
し
た
。

私
は
か
つ
て
第
八
次
選
挙
制
度
審
議
会
の
最
年
少
メ

ン
バ
ー
で
し
た
。
当
時
は
金
権
政
治
批
判
が
厳
し
く
、

政
治
改
革
が
国
政
最
大
の
テ
ー
マ
の
一
つ
で
し
た
。

こ
の
審
議
会
の
答
申
も
あ
っ
て
後
に
大
き
な
改
革
が

次
々
に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
私
は
そ
の
後
も
民
間
政

治
臨
調
や
現
在
の
21
世
紀
臨
調
の
活
動
を
通
し
て
選

挙
の
あ
り
方
か
ら
日
本
の
政
治
を
考
え
る
と
い
う
活

動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

昭
和
二
七
年
の
公
明
選
挙
連
盟
設
立
か
ら
五
五

年
、
昭
和
五
一
年
の
当
協
会
発
足
か
ら
数
え
て
三
一

年
、
こ
の
長
き
に
わ
た
り
、
多
く
の
方
々
の
弛
ま
ぬ

努
力
と
熱
意
に
よ
り
、
こ
の
運
動
が
脈
々
と
受
け
継

が
れ
て
き
た
こ
と
は
実
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

こ
の
間
蓄
え
ら
れ
た
経
験
と
知
識
を
基
盤
と
し
て
、

今
後
も
着
実
な
歩
み
を
続
け
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。言

う
ま
で
も
な
く
、
選
挙
を
め
ぐ
る
情
勢
は
時
代

と
共
に
変
化
し
、
わ
れ
わ
れ
が
直
面
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
新
し
い
課
題
も
姿
を
現
し
始
め
て
お
り
ま

す
。
早
速
、
今
度
の
首
長
選
挙
か
ら
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

の
配
布
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
今

年
だ
け
で
な
く
、
今
後
の
地
方
選
挙
の
あ
り
方
に
と

っ
て
重
大
な
試
金
石
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
周
知
の

よ
う
に
選
挙
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
扱
い
も

目
前
の
課
題
で
す
。
選
挙
運
動
も
ま
た
一
つ
の
変
化

の
時
を
迎
え
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

同
時
に
、
投
票
率
低
下
の
問
題
は
依
然
と
し
て
大

問
題
で
す
。
特
に
、
今
年
は
亥
年
で
あ
り
、
十
二
年

に
一
度
統
一
地
方
選
挙
と
参
議
院
選
挙
が
相
次
い
で

行
わ
れ
る
年
に
当
た
る
わ
け
で
、
そ
れ
は
深
刻
な
問

題
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
前
回
の
亥
年
選
挙

の
際
の
参
議
院
の
投
票
率
は
遂
に
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト

割
れ
を
起
し
た
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
大
規
模
な
市
町
村
合
併
に
伴
い
ま
し
て

本
協
会
の
草
の
根
部
分
の
再
編
が
避
け
ら
れ
な
く
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
皆
様
と
共
に

継
続
的
な
努
力
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
本
協
会
の
足
腰
を
も
う
一
度
強
化
し
、
国
民
を

巻
き
込
ん
だ
運
動
を
展
開
す
る
た
め
に
是
非
と
も
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
す
。

こ
れ
か
ら
夏
に
か
け
て
皆
様
に
は
一
層
の
ご
尽
力

と
ご
活
躍
を
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
ま
で
の
ご
経
験
を
生
か
し
つ
つ
、
新
た
な
挑
戦
に

向
け
て
若
い
世
代
を
巻
き
込
み
な
が
ら
奮
闘
さ
れ
る

こ
と
を
切
望
し
て
お
り
ま
す
。

私
自
身
も
皆
様
と
一
緒
に
こ
れ
か
ら
の
課
題
に
取

り
組
ん
で
い
く
つ
も
り
で
す
。「
明
る
い
選
挙
」
か

ら
さ
ら
に
「
よ
い
選
挙
」
の
実
現
に
向
け
て
、
継
続

的
な
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

プロフィール
昭和17年、秋田県生まれ。
東京大学法学部長、総長を経
て、現在、21世紀臨調共同代
表、学習院大学法学部政治学
科教授。
第8次選挙制度審議会などの
委員を歴任。

明
る
い
選
挙
推
進
協
会
会
長
　
佐
々
木

毅

会
長
就
任
に
あ
た
っ
て
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（財）明るい選挙推進協会は、昭和

55年度から昨年度まで「明るい選挙

推進運動優良団体表彰」を行ってき

ましたが、本年度からこれを「明る

い選挙推進優良活動表彰」に改めま

した。被表彰団体には明るい選挙推

進協議会だけでなく、その内部組織

や関連団体、さらには自治会、婦人

会、NPO等も含むこととし、当該団

体の全体像ではなく、その活動（特

定の事業又は団体としての全体の活

動）に着目して、受賞を希望する団

体からの応募方式により行うことと

しました。

その結果、本年度は18団体から応募をいただきました。いずれも

他の範となる立派な活動を行っている団体ばかりでありましたが、協

会内に設けた選考委員会（学識経験者9名で構成）における厳選の結

果、8つの団体が選ばれ、理事会において最終決定されました。

以下、受賞団体の活動の概要をご紹介します。

4

挙
管
理
委
員
会
が
公
募
し
た
選
挙
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
る
選
挙
啓
発
団
体
で
あ
る
。
会
員
は
、

一
八
歳
以
上
の
市
内
在
住
者
お
よ
び
市
内
へ
の
通

勤
・
通
学
者
で
、
活
動
期
間
は
二
年
。
現
在
は
二
期

目
で
、登
録
数
は
六
九
名（
男
三
〇
人
・
女
三
九
人
）。

仙
台
選
挙
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
（
宮
城
県
仙
台
市
）

│
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
活
用
を
中
心
に
幅
広
い
活
動
│

チ
ー
ム
制
で
活
動

仙
台
選
挙
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
は
、
若
年
層
の
選
挙

離
れ
対
策
を
考
え
、
行
政
と
一
緒
に
な
っ
て
活
動
し

て
も
ら
う
た
め
に
、
平
成
一
六
年
三
月
に
仙
台
市
選

学
生
、
フ
リ
ー
タ
ー
、
会
社
員
、
主
婦
、
自
営
業
な

ど
職
業
は
様
々
で
、
年
齢
別
に
見
る
と
、
二
〇
歳
代

が
一
番
多
く
二
四
人
、
次
が
六
〇
歳
代
で
一
九
人
と

な
っ
て
い
る
（
平
均
年
齢
は
四
二
歳
）。

サ
ポ
ー
タ
ー
全
員
が
集
ま
る
全
体
会
議
（
平
成
一

八
年
度
は
五
月
、
七
月
、
十
二
月
に
開
催
）
の
ほ
か
、

お
お
む
ね
毎
月
一
回
役
員
会
（
代
表
、
副
代
表
お
よ

び
後
述
す
る
各
チ
ー
ム
の
正
・
副
リ
ー
ダ
ー
で
構

成
）
を
開
い
て
い
る
。
各
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
活
動
部

隊
と
な
る
チ
ー
ム
に
属
し
、
現
在
は
、
調
査
研
究
チ
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ー
ム
、
て
と
り
ん
着
ぐ
る
み
隊
、
サ
ポ
ー
タ
ー
通
信

チ
ー
ム
が
常
設
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
統
一
地
方
選
と

参
議
院
選
に
向
け
た
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

調
査
研
究
チ
ー
ム
は
仙
台
市
内
の
各
投
票
所
の
投

票
率
等
の
調
査
、
地
域
傾
向
の
分
析
、
月
一
回
行
わ

れ
る
勉
強
会
の
企
画
・
運
営
等
を
行
っ
て
い
る
。

て
と
り
ん
着
ぐ
る
み
隊
は
、
実
働
が
中
心
で
、
仙

台
市
選
管
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
て
と
り
ん
」

の
着
ぐ
る
み
を
用
い
た
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

サ
ポ
ー
タ
ー
通
信
チ
ー
ム
は
、
年
四
回
、
選
管
と

共
同
し
て
機
関
紙
「
選
挙
サ
ポ
ー
タ
ー
通
信
」
の
編

集
・
発
行
を
行
っ
て
い
る
。

常
時
啓
発
活
動

・
選
管
・
明
推
協
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力

仙
台
市
の
選
管
お
よ
び
明
推
協
が
主
催
す
る
イ
ベ

ン
ト
に
は
企
画
段
階
か
ら
参
画
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
手

法
や
場
所
の
選
定
等
に
つ
い
て
の
各
種
提
案
、
イ
ベ

ン
ト
P
R
の
た
め
の
街
頭
で
の
チ
ラ
シ
配
布
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
若
者
が
応
募
し
や
す
く
す
る
た
め
の

携
帯
メ
ー
ル
の
活
用
、
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
へ
の
Q

R
コ
ー
ド
の
採
用
な
ど
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
提
案
に

よ
っ
て
実
現
し
た
。

平
成
一
七
年
一
月
に
は
イ
ラ
ン
・
イ
タ
リ
ア
共
同

制
作
映
画
「
一
票
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
」
上
映
会
の
運
営
、

平
成
一
八
年
二
月
に
は
選
挙
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「D
o
T
he
V
ote
!

選
挙
に
行
こ
う
！
」
の
運
営
に

そ
れ
ぞ
れ
協
力
す
る
と
と
も
に
、
後
述
す
る
サ
ポ
ー

タ
ー
の
独
自
イ
ベ
ン
ト
に
取
り
組
ん
だ
。

・
て
と
り
ん
を
活
用
し
た
啓
発

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
て
と
り
ん
」
に
つ

い
て
は
、
着
ぐ
る
み
隊
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
主
催
イ

ベ
ン
ト
、
小
学
生
親
子
を
対
象
に
し
た
オ
リ
エ
ン
テ

ー
リ
ン
グ
、
石
ノ
森
萬
画
館
主
催
の
「
み
や
ぎ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
大
図
鑑
」
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
、
ま
た
テ
レ
ビ
出
演
や
幼
稚
園
訪
問
を
行
う
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
機
会
を
捉
え
て
仙
台
市
民
へ
の
周
知
を

図
っ
て
い
る
。
最
近
は
、「
て
と
り
ん
」
の
認
知
度

が
上
が
り
、「
て
と
り
ん
」
を
見
か
け
た
人
は
選
挙

啓
発
で
何
か
や
っ
て
い
る
と
気
づ
い
て
も
ら
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。
ま
た
、「
て
と
り
ん
」
を
ま
ち
で
見

か
け
ら
れ
る
と
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て
く
る
ほ
ど

人
気
者
に
な
っ
て
い
る
。

・
サ
ポ
ー
タ
ー
独
自
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力
の
ほ
か
、
年
一
回
、
サ

ポ
ー
タ
ー
独
自
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
。
平
成

一
六
年
度
は
前
記
「
一
票
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
」
上
映
会

場
で
、
投
開
票
体
験
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
、
電
子
投
票

機
の
展
示
・
体
験
、
投
票
率
比
較
・
世
界
の
選
挙
制

度
・
選
挙
の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
展
示
、

抽
選
会
な
ど
を
行
っ
た
。

平
成
一
七
年
度
は
前
記
「D

o
T
he
V
ote
!

」
に

併
せ
て
仙
台
駅
構
内
で
「
て
と
り
ん
」
ぬ
り
絵
コ
ン

テ
ス
ト
、
同
撮
影
会
、
選
挙
ク
イ
ズ
な
ど
を
行
っ
た
。

三
カ
月
か
け
て
準
備
し
、
多
く
の
市
民
の
参
加
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
。
一
八
年
度
は
太
白
区
民
ま
つ
り

の
会
場
で
選
挙
ク
イ
ズ
、「
て
と
り
ん
」
撮
影
会
を

行
っ
た
。
選
挙
ク
イ
ズ
に
は
延
べ
千
人
、
写
真
撮
影

会
に
は
延
べ
三
〇
〇
人
が
参
加
し
、
盛
況
で
あ
っ
た
。

・
月
例
勉
強
会

平
成
一
八
年
六
月
か
ら
は
、
原
則
月
一
回
の
勉
強

会
を
行
う
こ
と
と
し
、
こ
れ
ま
で
「
な
ぜ
、
投
票
に
行

か
な
い
の
か
？
」「
投
票
に
行
か
な
い
人
た
ち
へ
の
反

論
」
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
接
遇

研
修
、選
挙
啓
発
ビ
デ
オ
の
上
映
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

選
挙
時
の
啓
発
活
動

選
挙
時
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
平
成
一
七
年
度
の

市
長
選
挙
で
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
発
案
で
、
交
通
安

全
協
会
や
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
な
ど
と
協
力
し

て
、
交
通
の
「
危
険
」
と
選
挙
の
「
棄
権
」
を
掛
け

言
葉
に
し
た
「
キ
ケ
ン
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実

施
。
こ
れ
は
、
新
聞
・
テ
レ
ビ
で
も
取
り
上
げ
て
も

ら
い
、
パ
ブ
リ
シ
テ
イ
効
果
が
大
き
か
っ
た
。
ま
た
、

同
選
挙
で
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の
協
力
依
頼

区民まつりでの「てとりん」撮影会
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を
受
け
て
、「
裏
影
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ

た
。
こ
れ
は
、
Ｋ
Ｈ
Ｂ
東
日
本
放
送
の
深
夜
バ
ラ
エ

テ
ィ
番
組
「
裏
影
」
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
選
挙
啓

発
ソ
ン
グ
の
制
作
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
番
組
企

画
の
「
選
挙
討
論
会
」
へ
「
選
挙
に
行
く
派
」
と
し

て
参
加
し
、
投
票
率
の
低
い
二
〇
〜
三
〇
歳
代
の

方
々
に
選
挙
の
意
義
を
訴
え
た
も
の
で
あ
る
。

統
一
地
方
選
挙
で
の
取
り
組
み

今
度
の
統
一
選
挙
で
は
、
調
査
研
究
チ
ー
ム
が
、

投
票
区
ご
と
に
平
成
一
五
年
以
降
の
投
票
率
の
平
均

順
位
と
四
年
前
の
統
一
地
方
選
の
投
票
率
を
地
図
に

落
と
し
、
投
票
率
が
低
い
地
区
の
地
域
性
を
分
析
。

そ
の
結
果
、
地
下
鉄
沿
線
の
地
区
で
投
票
率
が
低
い

こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
、

地
下
鉄
沿
線
啓
発
を
重
点
的
に
行
う
こ
と
に
し
た
。

具
体
的
に
は
、「
て
と
り
ん
」
が
地
下
鉄
に
乗
車

し
て
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
ほ
か
、
四
カ
所
の
地
下
鉄
駅
で

街
頭
啓
発
を
実
施
。
ま
た
、
投
票
率
が
低
い
地
区
を

サ
ポ
ー
タ
ー
自
身
が
歩
き
、
啓
発
チ
ラ
シ
の
ポ
ス
テ

ィ
ン
グ
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
さ
ら
に
、
力
を
入
れ

て
い
る
の
が
「
て
と
り
ん
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」。
こ

れ
は
、「
て
と
り
ん
」
が
週
一
回
程
度
ま
ち
に
繰
り

出
し
、
出
会
っ
た
人
に
名
刺
を
配
布
し
た
り
、
職
業

体
験
を
し
て
、
そ
の
様
子
を
ブ
ロ
グ
の
中
で
「
て
と

り
ん
日
記
」
と
し
て
報
告
し
て
い
る
（
ブ
ロ
グ
は
毎

日
更
新
）。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
中
に
「
ブ
ロ

グ
編
集
班
」
を
設
け
、
ど
う
い
う
職
業
体
験
を
す
る

か
な
ど
企
画
の
ネ
タ
出
し
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
に
、
理
容
店
や
カ
フ
ェ
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
、
消

防
署
な
ど
で
職
業
体
験
を
行
い
、
ど
ん
な
に
仕
事
が

忙
し
く
て
も
選
挙
に
行
く
よ
う
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

創
立
五
〇
周
年
を
迎
え
た
品
川
区
明
推
協

品
川
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
は
、
昭
和
三
二

年
六
月
に
設
立
さ
れ
、
平
成
一
九
年
に
五
〇
周
年
を

迎
え
た
。
会
員
数
は
現
在
二
〇
〇
人
。
品
川
区
在
住

の
民
間
人
が
自
主
運
営
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
で
あ
る
。
役
員
と
し
て
、
会
長
一
名
、
副
会
長
二

名
、
会
計
二
名
、
書
記
二
名
、
監
事
二
名
、
地
区
代

表
八
名
、
専
門
部
長
四
名
を
置
い
て
い
る
。
機
関
運

営
と
し
て
は
、
年
一
回
の
総
会
の
ほ
か
、
監
事
を
除

く
一
九
名
の
役
員
で
構
成
す
る
運
営
委
員
会
を
設
置

し
、
八
月
、
十
二
月
、
一
月
を
除
く
各
月
に
年
九
回

委
員
会
を
開
催
、
協
議
会
の
運
営
や
事
業
を
行
う
上

で
の
必
要
な
方
針
お
よ
び
重
要
事
項
を
協
議
し
て
決

定
し
て
い
る
。

入
会
は
、
会
員
ま
た
は
町
会
長
・
自
治
会
長
の
推

薦
に
よ
り
、
運
営
委
員
会
で
決
定
さ
れ
る
。
会
員
の

定
数
や
任
期
は
な
く
、
年
会
費
千
円
を
納
付
す
る
。

活
動
の
概
要

活
動
は
、
地
区
会
に
よ
る
活
動
と
専
門
部
会
に
よ

る
活
動
の
二
本
柱
で
進
め
て
い
る
。

活
動
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
区
内
を
八
つ

に
分
け
た
地
区
会
に
よ
る
活
動
で
あ
る
。
地
区
代
表

を
中
心
に
、
毎
月
定
例
会
（
八
月
、
十
二
月
、
一
月

を
除
く
）
を
開
き
、
運
営
委
員
会
で
話
し
合
わ
れ
た

内
容
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
地
区
で
実
施
す
る
イ

ベ
ン
ト
会
場
で
の
啓
発
、
選
挙
時
の
街
頭
啓
発
の
計

画
、
教
養
講
座
の
テ
ー
マ
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

そ
れ
に
基
づ
き
、
各
地
区
で
は
、
常
時
啓
発
と
し

て
①
話
し
合
い
活
動
、
②
教
養
講
座
の
開
催
、
③
イ

ベ
ン
ト
会
場
で
の
街
頭
啓
発
な
ど
、
選
挙
時
啓
発
と

し
て
①
街
頭
啓
発
、
②
ポ
ス
タ
ー
掲
出
、
③
啓
発
誌

の
町
会
回
覧
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

常
時
啓
発
活
動

常
時
啓
発
の
基
本
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
話
し
合

い
活
動
で
あ
る
。
有
権
者
の
政
治
意
識
を
高
め
る
た

め
、
会
員
各
自
が
サ
ー
ク
ル
や
職
場
の
仲
間
、
町

会
・
自
治
会
の
知
人
な
ど
を
集
め
、
政
治
、
経
済
、

環
境
、
福
祉
、
教
育
な
ど
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
る
。
平
成
一
七
年
度
は
、
八
地
区
で
計
七

六
四
回
開
催
し
、
延
べ
六
七
六
四
人
の
区
民
が
参
加

品
川
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
（
東
京
都
）

│
年
会
費
千
円
で
自
主
運
営
│
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し
た
。

教
養
講
座
は
、
毎
年
秋
に
行
っ
て
い
る
。
身
近
な

問
題
と
政
治
と
の
か
か
わ
り
や
選
挙
の
大
切
さ
を
区

民
に
理
解
し
て
も
ら
う
の
が
ね
ら
い
だ
。
地
区
代
表

を
中
心
に
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
講
師
に
依
頼
し
て
講

演
会
を
開
催
し
て
い
る
。
会
場
で
は
明
る
い
選
挙
推

進
協
議
会
の
Ｐ
Ｒ
に
も
努
め
て
い
る
。
平
成
一
七
年

度
は
「
身
近
な
防
災
対
策
」「
歴
史
か
ら
学
ぶ
健
康

の
知
恵
」
な
ど
四
講
座
を
開
講
し
、
延
べ
二
二
四
人

が
参
加
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
会
場
で
の
街
頭
啓
発
で
は
、
各
地
区
の

様
々
な
行
事
に
参
加
し
、「
三
な
い
運
動
」
の
推
進

と
選
挙
啓
発
に
努
め
て
い
る
。
平
成
一
七
年
度
は
、

区
民
ま
つ
り
や
福
祉
施
設
・
文
化
セ
ン
タ
ー
の
ま
つ

り
、
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
、
計
十
一
回
の
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
啓
発
活
動
を
展
開
し
た
。

選
挙
時
啓
発

一
方
、選
挙
時
啓
発
と
し
て
、平
成
一
七
年
度
は
、
東

京
都
議
会
議
員
選
挙
と
衆
議
院
議
員
選
挙
が
あ
り
、

両
選
挙
と
も
ほ
ぼ
同
規
模
の
啓
発
活
動
を
行
っ
た
。

街
頭
啓
発
で
は
、
若
年
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
、

地
区
ご
と
に
保
育
園
・
幼
稚
園
や
大
学
・
専
修
学
校

な
ど
の
門
前
に
立
っ
て
、
子
ど
も
を
送
迎
す
る
若
い

保
護
者
や
登
校
す
る
学
生
に
投
票
参
加
を
呼
び
か
け

た
。
延
べ
一
九
〇
人
の
推
進
委
員
が
参
加
し
、
チ
ラ

シ
八
千
部
の
ほ
か
、
折
り
紙
、
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
な
ど
の
啓
発
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
た
。

ま
た
、
選
挙
名
お
よ
び
選
挙
期
日
、
啓
発
標
語
を

記
載
し
た
ポ
ス
タ
ー
四
〇
〇
部
を
会
員
宅
と
近
隣
に

掲
出
し
、
さ
ら
に
選
挙
結
果
な
ど
を
掲
載
し
て
発
行

す
る
啓
発
誌
「
し
い
の
木
か
わ
ら
版
」
一
万
二
千
部

を
区
内
町
会
・
自
治
会
に
配
布
し
た
。

専
門
部
会
の
活
動

活
動
の
も
う
一
つ
の
柱
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
専

門
部
会
の
活
動
で
あ
る
。
専
門
部
会
は
、
①
総
務
部

会
、
②
事
業
部
会
、
③
広
報
部
会
、
④
研
修
部
会
の

四
部
会
で
構
成
さ
れ
、
会
員
は
い
ず
れ
か
の
部
会
に

所
属
し
活
動
し
て
い
る
。

総
務
部
会
は
、
総
会
資
料
な
ど
の
準
備
、
協
議
会

活
動
の
企
画
、
予
算
・
決
算
に
関
す
る
事
項
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
保
険
に
関
す
る
諸
手
続
き
な
ど
を
担
当
し

て
い
る
。
事
業
部
会
は
、
各
地
区
で
行
わ
れ
る
啓
発

事
業
を
企
画
運
営
す
る
。
啓
発
グ
ッ
ズ
の
検
討
も
行

い
、
自
主
財
源
に
よ
る
購
入
を
行
っ
て
い
る
。
広
報

部
会
は
、
年
一
回
発
行
す
る
会
員
報
「
し
い
の
木
」

（
五
〇
頁
）
の
編
集
を
行
い
、
会
員
を
は
じ
め
、
区

議
会
議
員
や
各
町
会
・
自
治
会
長
に
配
布
し
て
い

る
。
選
挙
時
に
は
「
し
い
の
木
か
わ
ら
版
」
を
発
行

し
て
い
る
。
研
修
部
会
は
、
自
主
研
修
の
ほ
か
、
品

川
区
か
ら
委
託
さ
れ
た
区
外
研
修
の
企
画
と
運
営
を

担
当
。
平
成
一
七
年
度
は
、「
品
川
区
に
お
け
る
教

育
改
革
」
を
テ
ー
マ
に
自
主
研
修
を
行
い
、
ま
た
、

区
外
研
修
と
し
て
は
栃
木
県
足
利
市
を
視
察
し
た
。

こ
の
よ
う
に
会
員
は
、
地
区
で
活
動
す
る
と
と
も

に
、
専
門
部
会
に
所
属
し
て
全
区
的
な
活
動
の
役
割

を
担
う
こ
と
で
、
協
議
会
へ
の
帰
属
意
識
を
高
め
、

会
員
間
の
交
流
を
深
め
て
い
る
。

新
成
人
と
の
意
見
交
換
会

協
議
会
で
は
、
若
年
層
の
政
治
離
れ
・
選
挙
離
れ

に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
広
報
部
会
の
部
員
が
中

心
と
な
っ
て
、
新
成
人
と
の
意
見
交
換
会
を
行
っ
て

い
る
。
品
川
区
で
は
、
選
挙
の
際
、
区
内
四
三
投
票

所
の
投
票
立
会
人
の
一
人
に
新
成
人
を
起
用
し
て
い

る
が
、
意
見
交
換
会
は
、
そ
の
投
票
立
会
人
を
経
験
し

た
新
成
人
に
参
加
を
呼
び
か
け
て
開
催
し
た
も
の
だ
。

平
成
一
七
年
は
三
回
開
き
、
新
成
人
十
二
人
を
含

み
延
べ
三
七
人
が
出
席
。
①
衆
議
院
議
員
選
挙
に
つ

い
て
、
②
若
年
層
の
投
票
率
を
上
げ
る
方
法
、
③
大

学
内
で
の
啓
発
方
法
、
な
ど
を
テ
ー
マ
に
話
し
合
い

を
行
っ
た
。「
候
補
者
が
よ
く
分
か
ら
な
い
か
ら
選

挙
に
行
こ
う
と
思
わ
な
い
」「
啓
発
物
の
代
わ
り
に

候
補
者
の
情
報
を
掲
載
し
た
選
挙
公
報
を
配
布
し
た

区民まつりでぬり絵を配布
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ら
ど
う
か
」
な
ど
、
新
成
人
の
生
の
声
や
様
々
な
ア

イ
デ
ア
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
意
見
交
換
会
に
参

加
し
た
若
者
を
主
体
に
し
た
啓
発
母
体
を
組
織
化
す

る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

以
上
、
運
営
委
員
会
と
地
区
会
の
密
接
な
結
び
つ

き
に
よ
り
、
ス
ム
ー
ズ
で
活
発
な
啓
発
活
動
を
展
開

し
て
い
る
。
特
に
、
協
議
会
を
支
え
て
い
る
地
区
会

は
、
地
区
代
表
の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
ま
り
を
見

せ
て
い
る
。
日
ご
ろ
の
地
区
定
例
会
や
地
区
専
門
部

会
、
懇
親
会
な
ど
を
通
し
て
培
わ
れ
た
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
の
賜
物
で
あ
り
、
選
挙
時
の
啓
発
活
動
で
の
大
き

な
力
と
な
っ
て
い
る
。

横
浜
市
青
葉
区
の
特
性

青
葉
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
（
以
下
「
青
葉

区
協
議
会
」）
が
活
動
す
る
青
葉
区
は
、
横
浜
市
北

西
部
に
位
置
し
、
川
崎
市
と
東
京
都
町
田
市
に
隣
接

す
る
。
有
権
者
数
は
平
成
一
八
年
九
月
二
日
現
在
、

二
三
万
一
四
八
八
人
と
な
っ
て
い
る
。
東
京
か
ら
の

転
入
者
が
多
く
、
四
割
以
上
は
東
京
二
三
区
に
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
。
若
い
世
代
が
多
い
の
が
特
徴

で
、
平
均
年
齢
は
三
九
・
八
歳
と
市
内
二
番
目
の
若

さ
、
将
来
有
権
者
と
な
る
一
五
歳
未
満
の
人
口
は
市

内
最
多
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
特
性
は
、
各
選
挙
の
投
票
率
に
も
現
れ

て
い
る
。
国
政
選
挙
は
横
浜
市
平
均
よ
り
毎
回
二
〜

三
ポ
イ
ン
ト
高
く
、
地
方
選
挙
は
逆
に
二
〜
四
ポ
イ

ン
ト
低
い
傾
向
に
あ
る
。
例
え
ば
、
平
成
一
七
年
の

衆
議
院
議
員
選
挙
の
投
票
率
は
七
一
・
九
％
で
、
一

八
区
中
で
は
最
高
だ
っ
た
。
一
方
、
平
成
一
五
年
の

統
一
地
方
選
挙
の
投
票
率
は
四
四
・
三
％
で
、
下
か

ら
二
番
目
。
国
政
に
比
し
て
投
票
率
の
低
い
県
政
や

市
政
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
、
区
の
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

青
葉
区
協
議
会
の
概
要

青
葉
区
協
議
会
は
、
青
葉
区
誕
生
前
年
の
平
成
五

年
に
緑
区
北
部
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
と
し
て
設

立
さ
れ
、
平
成
六
年
の
青
葉
区
誕
生
と
同
時
に
現
在

の
名
称
に
変
更
さ
れ
た
。

現
在
、
区
内
の
各
種
団
体
の
代
表
者
等
か
ら
な
る

推
進
委
員
一
四
名
と
、
自
治
会
・
町
内
会
か
ら
の
推

薦
者
お
よ
び
平
成
一
四
年
度
ま
で
区
選
挙
管
理
委
員

会
と
共
催
で
実
施
し
た
常
時
啓
発
事
業
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
」
の
受
講
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
推

進
員
一
九
〇
名
の
計
二
〇
四
名
で
活
動
し
て
い
る
。

企
画
運
営
チ
ー
ム
の
発
足

組
織
の
特
徴
は
、
平
成
一
七
年
度
か
ら
、
事
業
実

施
の
際
に
運
営
の
中
心
と
し
て
活
動
す
る
「
企
画
運

営
チ
ー
ム
」
を
設
け
、
事
業
を
展
開
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
平
成
一
六
年
度
の
意

見
交
換
会
だ
っ
た
。
意
見
交
換
会
は
、
常
時
啓
発
や

選
挙
時
啓
発
の
効
果
的
な
展
開
方
法
な
ど
を
推
進
委

員
・
推
進
員
同
士
が
テ
ー
マ
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
話
し
合
う
も
の
。
そ
の
中
で
、「
や
る
気
の

あ
る
推
進
員
は
た
く
さ
ん
い
る
。
も
っ
と
推
進
員
が

働
け
る
場
を
設
け
る
べ
き
だ
」「
推
進
員
に
は
様
々

な
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
人
が
い
る
。
活
用
す
べ
き
だ
」

な
ど
の
意
見
が
多
く
出
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
協
議
会

機
関
紙
「
あ
お
ば
イ
コ
ッ
ト
通
信
」
で
参
加
者
を
募

集
。
そ
の
結
果
、
男
性
五
名
、
女
性
一
名
が
推
進
員
に

応
募
、
平
成
一
七
年
六
月
に
同
チ
ー
ム
が
発
足
し
た
。

企
画
運
営
チ
ー
ム
の
活
動
は
、
個
々
の
事
業
の
企

横
浜
市
青
葉
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

│
「
企
画
運
営
チ
ー
ム
」
を
中
心
に
事
業
展
開
│

「最後の給食のデザートを決める」
投票後の開票風景
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画
や
広
報
・
運
営
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
事
業
実
施

に
向
け
て
の
事
前
の
打
合
せ
会
議
も
活
発
に
行
っ
て

お
り
、
平
成
一
七
年
度
は
一
〇
回
開
催
し
た
。
そ
こ

で
話
し
合
わ
れ
た
内
容
は
、
全
推
進
委
員
・
推
進
員

で
共
有
す
る
た
め
、
機
関
紙
「
イ
コ
ッ
ト
通
信
」
な

ど
で
提
供
し
て
い
る
。

区
民
ま
つ
り

主
な
事
業
は
、
ま
ず
毎
年
多
く
の
区
民
が
来
場
す

る
区
民
ま
つ
り
に
参
加
。
協
議
会
独
自
に
ブ
ー
ス
を
設

け
、
選
挙
の
し
く
み
や
歴
史
、
直
近
の
選
挙
の
投
票

区
別
投
票
率
の
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

平
成
一
八
年
度
は
、「
期
日
前
投
票
制
度
を
知
っ

て
い
ま
す
か
」
な
ど
を
問
う
選
挙
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
が
会
場
の
パ
ネ
ル
の

上
に
シ
ー
ル
を
貼
る
方
式
を
採
用
し
、
回
答
者
に
は
、

区
独
自
の
明
る
い
選
挙
マ
ス
コ
ッ
ト
「
え
ら
坊
」
を

印
刷
し
た
ク
リ
ア
ホ
ル
ダ
ー
を
記
念
品
と
し
て
贈
呈

し
た
。
ホ
ル
ダ
ー
に
は
期
日
前
投
票
制
度
を
解
説
し

た
チ
ラ
シ
を
は
さ
み
こ
ん
だ
。
こ
れ
ら
は
、
企
画
運

営
チ
ー
ム
の
ア
イ
デ
ア
を
大
幅
に
取
り
入
れ
た
も

の
。
こ
の
事
業
に
は
多
く
の
推
進
員
の
ほ
か
、
中
学

生
六
人
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
、「
え
ら
坊
」

の
着
ぐ
る
み
を
着
て
Ｐ
Ｒ
、
大
活
躍
し
た
。

せ
ん
き
ょ
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
選
挙
出
前
事
業
」

政
治
へ
の
興
味
や
投
票
参
加
意
識
の
向
上
を
図
る

た
め
、
市
内
各
区
で
「
せ
ん
き
ょ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を

実
施
し
て
い
る
が
、
青
葉
区
で
は
若
年
層
啓
発
に
力

を
入
れ
、
将
来
の
有
権
者
で
あ
る
小
学
生
を
対
象
に

企
画
し
て
い
る
。
平
成
一
七
年
度
は
小
学
校
二
校
で
、

六
年
を
対
象
に
「
選
挙
出
前
事
業
」
を
実
施
し
た
。

区
職
員
が
扮
し
た
三
人
の
立
候
補
者
が
、
六
年
生
最

後
の
給
食
に
出
す
デ
ザ
ー
ト
の
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
を
テ

ー
マ
に
、
各
自
が
推
す
味
（
グ
レ
ー
プ
、
リ
ン
ゴ
、

オ
レ
ン
ジ
）
に
つ
い
て
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
掲
げ
、

選
挙
公
報
と
選
挙
演
説
で
ア
ピ
ー
ル
。
そ
れ
を
参
考

に
、
児
童
が
ど
の
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
が
最
後
の
給
食
に

ふ
さ
わ
し
い
か
を
考
え
、
実
際
の
選
挙
で
使
用
し
て

い
る
記
載
台
や
投
票
箱
を
使
っ
て
投
票
し
た
。
開
票

も
本
物
の
計
数
機
を
使
っ
て
全
員
で
開
票
作
業
を
行

っ
た
。
投
票
管
理
者
、
投
票
立
会
人
な
ど
は
近
く
の

推
進
員
と
企
画
運
営
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
が
務
め

た
。
当
日
の
様
子
は
マ
ス
コ
ミ
で
も
報
道
さ
れ
、
注

目
を
集
め
た
。

街
頭
啓
発
「
ザ
・
イ
コ
ッ
ト
」
な
ど

選
挙
時
啓
発
と
し
て
は
、
街
頭
啓
発
「
ザ
・
イ
コ

ッ
ト
」
を
実
施
し
て
い
る
。
平
成
一
八
年
三
月
の
市

長
選
挙
で
は
、
区
内
三
駅
で
計
六
回
、
延
べ
一
〇
七

名
が
参
加
し
て
行
っ
た
。
企
画
運
営
チ
ー
ム
は
、
実

施
時
間
の
設
定
や
参
加
依
頼
文
の
発
送
、
物
品
の
仕

分
け
な
ど
の
事
前
準
備
と
と
も
に
、
当
日
の
実
施
場

所
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
役
を
務
め
た
。

青
葉
区
で
は
、
選
挙
啓
発
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る

「
き
れ
い
な
選
挙
の
実
現
」
は
推
進
委
員
・
推
進
員

の
活
動
に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
実
現
し
て
い
る
。
し

か
し
、
も
う
一
つ
の
目
的
で
あ
る
「
積
極
的
な
投
票

参
加
」
は
、
特
に
地
方
選
挙
の
投
票
率
が
低
い
こ
と

か
ら
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
に
知
恵
を
絞
っ
て

「
積
極
的
な
投
票
参
加
」
を
呼
び
か
け
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
。

ま
た
、
同
じ
地
域
性
を
持
っ
た
横
浜
市
北
部
四
区

の
合
同
研
修
会
、
全
国
の
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

と
の
交
流
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
様
々
な
ノ
ウ
ハ

ウ
を
取
り
入
れ
て
組
織
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
く
。

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
概
要

若
年
層
の
各
選
挙
に
お
け
る
投
票
率
の
低
下
、
政

治
へ
の
無
関
心
が
叫
ば
れ
る
中
、
愛
知
県
で
は
、
平

成
一
六
年
度
ま
で
は
「
ヤ
ン
グ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開

催
し
、
若
者
に
啓
発
用
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し

て
も
ら
う
等
の
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、

年
々
参
加
者
は
減
少
し
、
事
業
内
容
も
慢
性
化
し
た

明
る
い
選
挙
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー
（
愛
知
県
）

│
自
ら
作
成
し
た
教
材
で
「
選
挙
出
前
ト
ー
ク
」
│
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も
の
と
な
っ
て
き
た
た
め
、
平
成
一
七
年
度
に
今
ま

で
の
事
業
を
抜
本
的
に
見
直
し
、「
明
る
い
選
挙
推

進
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。

明
る
い
選
挙
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
は
、
県
内
の

若
者
を
明
る
い
選
挙
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
委
嘱

し
、
定
期
的
な
会
議
の
開
催
に
よ
り
政
治
や
選
挙
に

つ
い
て
考
え
る
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
啓
発
事

業
の
企
画
・
運
営
に
携
わ
る
こ
と
で
、
サ
ポ
ー
タ
ー

自
身
や
県
内
の
若
者
の
政
治
や
選
挙
に
つ
い
て
の
関

心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
県
職
員
の
視
点
で
啓
発
事
業
を

企
画
し
て
同
じ
よ
う
な
事
業
が
繰
り
返
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
若
者
自
ら
に
若
者
向
け
啓
発
事
業
を
企
画
・
意

見
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
効
果
的
に
若
年
層
に
対
す

る
啓
発
事
業
を
実
施
で
き
る
こ
と
も
狙
っ
て
い
る
。

サ
ポ
ー
タ
ー
の
参
加
資
格
は
、
県
内
在
住
の
一
八

歳（
高
校
生
を
除
く
）
か
ら
二
九
歳
ま
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
、
意
欲
的
な
取
り
組
み
が
で
き
る
者
を
募

集
し
て
い
る
。
当
初
、
一
四
名
で
活
動
を
始
め
た
が
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
呼
び
か
け
や
大
学
で
の
募
集

チ
ラ
シ
の
配
布
に
よ
っ
て
、
現
在
で
は
二
五
名
ま
で

増
え
て
い
る
。
内
訳
は
、
大
学
生
が
一
八
人
、
社
会

人
が
七
人
。
サ
ポ
ー
タ
ー
に
は
「
明
る
い
選
挙
推
進

サ
ポ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
に
参
加
し
て
も

ら
い
、
事
業
と
し
て
「
選
挙
出
前
ト
ー
ク
」
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
て
い
る
。

サ
ポ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

「
明
る
い
選
挙
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
」
は
、
毎
月
一
回
開
催
し
て
お
り
、
一
七
年
度

は
計
十
一
回
、
一
八
年
度
は
昨
年
十
二
月
ま
で
に
一

〇
回
開
催
し
て
い
る
。

こ
の
会
議
で
は
、
若
者
へ
の
選
挙
啓
発
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
若
者
を
対
象
と
し
た
選
挙
啓
発
事
業
を

企
画
。
選
挙
出
前
ト
ー
ク
の
実
施
が
近
い
時
期
に
は
、

参
加
で
き
る
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割
分
担
や
進
行
内
容

に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
。
実
施
後
に
は
、
反
省

と
次
回
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

会
議
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
た
ち
が
世
間
話
を
す
る
よ

う
な
雰
囲
気
で
自
由
に
意
見
を
言
い
合
え
る
よ
う
工

夫
し
、
職
員
も
一
個
人
と
し
て
発
言
し
、
サ
ポ
ー
タ

ー
と
意
見
を
ぶ
つ
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
当
初
は
、

抽
象
的
な
意
見
や
実
現
可
能
性
が
低
い
意
見
も
多
か

っ
た
が
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
整
理
さ
れ
具
体
性
の

あ
る
意
見
が
多
く
な
り
、
啓
発
事
業
へ
の
貴
重
な
参

考
意
見
を
収
集
で
き
る
会
議
と
な
っ
て
い
る
。

選
挙
出
前
ト
ー
ク

「
選
挙
出
前
ト
ー
ク
」
は
一
七
年
度
か
ら
始
め
た
事

業
で
、
未
来
の
有
権
者
で
あ
る
小
学
生
、
中
学
生
及

び
高
校
生
に
対
し
、
選
挙
に
関
す
る
話
や
模
擬
投
票

を
通
じ
て
、
選
挙
の
大
切
さ
を
認
識
し
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
実
施
を
希
望
す
る
小
中
高

校
に
、
県
選
管
職
員
と
実
施
校
が
所
在
す
る
市
町
村

選
管
職
員
お
よ
び
明
る
い
選
挙
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー
が

出
向
き
、
協
力
し
て
実
施
す
る
。
会
場
と
な
る
体
育

館
な
ど
に
本
物
の
投
票
箱
、
投
票
記
載
台
を
設
置
し
、

選
挙
制
度
の
説
明
、
投
票
管
理
者
・
投
票
立
会
人
を

配
置
し
た
模
擬
投
票
、
選
挙
に
つ
い
て
の
質
疑
応
答
、

ク
イ
ズ
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
児
童
・
生
徒
へ
の
実

施
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
投
票
と
い
う
貴
重
な
体

験
が
で
き
た
」「
投
票
に
行
く
こ
と
は
難
し
い
こ
と

で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

明
る
い
選
挙
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
こ
の
出
前
ト

ー
ク
で
、
模
擬
投
票
の
進
行
役
や
候
補
者
役
を
務
め
、

ま
た
、
出
前
ト
ー
ク
の
最
後
に
選
挙
の
大
切
さ
伝
え

る
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
の
役
を
担
っ
て
い
る
。
児
童
・

生
徒
に
と
っ
て
年
齢
的
に
も
近
い
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
で

あ
る
サ
ポ
ー
タ
ー
と
共
同
で
行
う
出
前
ト
ー
ク
は
、

職
員
だ
け
で
行
う
も
の
よ
り
も
児
童
・
生
徒
に
好
評

で
、
ま
た
、
新
聞
な
ど
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
や
す
く
、

パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
と
し
て
の
効
果
も
大
き
い
。

一
七
年
度
は
計
一
九
校
で
選
挙
出
前
ト
ー
ク
を
実

施
し
、
う
ち
九
校
に
サ
ポ
ー
タ
ー
が
参
加
し
た
。
一

八
年
度
は
二
〇
校
で
行
い
、
う
ち
十
二
校（
小
学
校

八
校
、
中
学
校
三
校
、
高
校
一
校
）
に
サ
ポ
ー
タ
ー

ワークショップ
選挙出前トークで使う資料を作成中
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が
参
加
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
教
材
等
を
作
成

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
は
、
従
前
の
「
ヤ
ン
グ
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
に
代
わ
る
も
の
で
、
県
内
の
若
者
に
、
選

挙
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
考
え
て
も
ら
う
こ
と

で
、
そ
の
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
各
参
加
者
が

学
ん
だ
こ
と
を
地
域
、
学
校
、
職
場
に
広
め
て
も
ら

う
と
い
う
趣
旨
で
実
施
し
て
い
る
。
参
加
者
は
、
明

る
い
選
挙
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー
を
含
む
県
内
の
若
者
で

あ
る
が
、
サ
ポ
ー
タ
ー
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を
通

じ
て
企
画
段
階
か
ら
参
加
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
一
七
年
度
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

「
選
挙
へ
の
行
き
方
ト
ラ
の
巻
」
と
題
し
て
、
若
者

向
け
に
投
票
所
へ
の
行
き
方
な
ど
を
解
説
し
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
。
こ
の
企
画
の
発
端
は
、
サ

ポ
ー
タ
ー
会
議
で
出
さ
れ
た
「
二
〇
歳
に
な
っ
て
初

め
て
の
選
挙
は
、
投
票
所
に
行
く
こ
と
が
と
て
も
勇

気
が
い
る
。
選
挙
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
若
者
に
投

票
が
簡
単
で
あ
る
こ
と
を
わ
か
っ
て
も
ら
い
、
選
挙

に
行
っ
て
も
ら
お
う
」
と
い
う
意
見
だ
っ
た
。
若
者

に
手
に
と
っ
て
見
て
も
ら
う
た
め
に
、
な
る
べ
く
絵

を
多
く
使
い
、
一
目
で
わ
か
る
も
の
に
し
よ
う
と
い

う
方
針
の
も
と
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
制
作
し
た
。

県
選
管
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
ほ
か
、

複
数
の
団
体
で
啓
発
資
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

一
八
年
度
は
、「
選
挙
出
前
ト
ー
ク
」
で
児
童
・

生
徒
に
示
す
資
料
を
作
成
し
た
。
一
七
年
度
に
使
っ

た
資
料
は
す
べ
て
県
職
員
が
作
成
し
た
が
、
サ
ポ
ー

選
挙
を
身
近
な
も
の
に

「
名
古
屋
市
青
年
選
挙
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
は
、
青

年
選
挙
指
導
者
の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
選
挙
啓

発
活
動
を
通
し
て
若
者
に
選
挙
を
も
っ
と
身
近
に
感

じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
で
あ
る
。

平
成
一
〇
年
度
、
名
古
屋
市
選
挙
管
理
委
員
会
が

高
校
生
か
ら
二
九
歳
ま
で
の
名
古
屋
市
在
住
・
在

学
・
在
勤
者
を
対
象
に
、
募
集
を
開
始
し
た
。
毎
年

四
月
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
る
が
、
登
録

者
は
発
足
当
初
よ
り
増
え
て
お
り
、
平
成
一
八
年
度

は
、
高
校
生
を
は
じ
め
、
大
学
生
、
社
会
人
な
ど
四

〇
人
が
登
録
。
年
齢
や
職
業
な
ど
の
違
い
を
越
え
、

活
発
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

メ
イ
ン
は
選
挙
フ
ェ
ス
タ
の
企
画
運
営

メ
イ
ン
の
活
動
と
な
っ
て
い
る
の
は
、「
選
挙
フ

ェ
ス
タ
」
の
企
画
・
運
営
で
あ
る
。「
選
挙
フ
ェ
ス

タ
」
は
、
選
挙
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
い
う

趣
旨
の
も
と
、
青
年
選
挙
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
主
体
と

な
っ
て
毎
年
実
施
し
て
い
る
若
者
向
け
の
選
挙
啓
発

イ
ベ
ン
ト
。
平
成
一
八
年
度
は
「
選
挙
フ
ェ
ス
タ
２

０
０
６
〜
み
ん
な
が
日
本
代
表
〜
」
と
い
う
テ
ー
マ

を
掲
げ
、
十
一
月
十
一
日
に
、
名
古
屋
の
栄
に
あ
る

人
気
ス
ポ
ッ
ト
「
オ
ア
シ
ス
21
」
で
開
催
し
た
。

青
年
選
挙
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
こ
の
フ
ェ
ス
タ
の

企
画
を
考
え
る
た
め
、
五
月
下
旬
か
ら
月
二
回
の
ペ

ー
ス
で
会
議
を
重
ね
、
実
施
内
容
の
細
か
な
点
ま
で

検
討
し
た
。
検
討
当
初
は
選
挙
イ
ベ
ン
ト
の
イ
メ
ー

ジ
が
つ
か
め
ず
、「
何
を
や
っ
た
ら
い
い
か
分
か
ら

な
い
」「
難
し
そ
う
」
と
と
ま
ど
う
メ
ン
バ
ー
も
少

な
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
会
議
を
重
ね
る
ご
と
に
、

ベ
テ
ラ
ン
メ
ン
バ
ー
の
リ
ー
ド
で
、「
模
擬
投
票
や

選
挙
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
行
っ
て
は
ど
う
か
」「
選

名
古
屋
市
青
年
選
挙
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

│
若
者
が
若
者
向
け
選
挙
啓
発
イ
ベ
ン
ト
│

タ
ー
会
議
で
、「
文
字
が
多
く
て
読
み
に
く
い
」「
も

っ
と
子
ど
も
た
ち
の
注
意
を
引
く
よ
う
な
工
夫
が
必

要
だ
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
全

面
的
な
見
直
し
を
行
う
こ
と
に
し
、
サ
ポ
ー
タ
ー
た

ち
が
自
ら
改
善
案
を
作
成
し
、
配
布
資
料
の
ほ
か
に
、

模
造
紙
に
よ
る
大
き
く
見
や
す
い
資
料
の
作
成
、
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
ス
ラ
イ
ド
の
作
成
を
行
っ
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
作
成
し
た
資
料
は
一
八
年
度

途
中
か
ら
選
挙
出
前
ト
ー
ク
で
活
用
し
た
が
、
児

童
・
生
徒
の
集
中
度
が
増
し
、
実
施
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
や
実
施
校
の
先
生
の
感
想
で
も
「
資
料
が
わ
か

り
や
す
い
」
と
い
う
声
を
多
数
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
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挙
の
パ
ネ
ル
展
示
を
し
て
、
選
挙
の
内
容
に
も
触
れ

て
も
ら
お
う
」「
ク
リ
タ
ン
（
名
古
屋
市
の
明
る
い

選
挙
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
）
を
使
う
こ
と
で

選
挙
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
」「
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
形
式
に
す
れ

ば
、
各
コ
ー
ナ
ー
へ
の
参
加
者
が
増
え
る
は
ず
」
な

ど
、
様
々
な
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
た
。

九
回
に
わ
た
る
企
画
会
議
の
結
果
、
若
い
世
代
な

ら
で
は
の
ア
イ
デ
ア
あ
ふ
れ
る
催
し
が
企
画
さ
れ
、

様
々
な
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
実
際
の
選
挙
で
使
わ
れ
て
い
る
投

票
箱
や
記
載
台
を
設
置
し
、
来
場
者
に
投
票
を
体
験

し
て
も
ら
う
「
模
擬
投
票
コ
ー
ナ
ー
」
や
、「
ク
リ

タ
ン
」
を
活
用
し
た
「
ダ
ー
ツ
コ
ー
ナ
ー
」「
ク
リ

タ
ン
水
風
船
釣
り
コ
ー
ナ
ー
」
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、

新
た
な
試
み
と
し
て
「
知
事
選
挙
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
」

を
設
け
、
選
挙
パ
ネ
ル
と
知
事
選
挙
パ
ネ
ル
の
展
示

を
行
っ
た
。「
愛
知
県
知
事
選
挙
　
投
票
日
二
月
四

日
」
と
大
き
く
描
い
た
ク
リ
タ
ン
の
顔
出
し
パ
ネ
ル

を
設
置
し
た
「
ク
リ
タ
ン
記
念
撮
影
コ
ー
ナ
ー
」
も

設
け
た
。
出
来
上
が
っ
た
写
真
で
投
票
日
を
周
知
し

よ
う
と
い
う
ア
イ
デ
ア
だ
。

各
コ
ー
ナ
ー
を
回
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
実
施

し
、
ゴ
ー
ル
で
知
事
選
挙
の
投
票
日
を
答
え
て
も
ら

う
選
挙
ク
イ
ズ
を
行
い
、
投
票
参
加
を
呼
び
か
け
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
の
催
し
に
つ
い
て
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
企
画
し
、
出
演
者
と
の
交
渉
に
当
た
っ
て
い
る
。

よ
さ
こ
い
の
演
舞
、
和
太
鼓
演
奏
、
チ
ア
ダ
ン
ス
な

ど
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
所
属
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
や

サ
ー
ク
ル
に
協
力
を
お
願
い
し
て
実
現
し
た
。
ま
た
、

地
元
で
活
躍
中
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
ラ

イ
ブ
、
元
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
エ
ー
ス
・
今
中
慎
二

氏
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
も
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

フ
ェ
ス
タ
全
体
の
司
会
・
進
行
や
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
メ
ン
バ
ー
が
担
当
す
る
た
め
、
台
本

の
作
成
か
ら
読
み
合
わ
せ
ま
で
、
入
念
な
準
備
を
整

え
、
本
番
に
備
え
た
。
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
、
今
中

氏
に
選
挙
に
つ
い
て
の
考
え
や
若
者
に
対
す
る
投
票

参
加
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
語
っ
て
も
ら
い
、
多
く
の
参

加
者
に
選
挙
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
ら
の
努
力
の
結
果
、
平
成
一
八
年
度
の
選
挙

フ
ェ
ス
タ
は
、
お
よ
そ
一
万
二
千
人
の
参
加
者
を
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
な
ど

青
年
選
挙
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
フ
ェ
ス
タ
の
他
に
も

様
々
な
事
業
に
参
加
し
て
い
る
。
名
古
屋
市
全
一
六

区
の
推
進
協
議
会
委
員
・
推
進
委
員
対
象
の
「
選
挙

セ
ミ
ナ
ー
」
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
、
選
挙

啓
発
の
た
め
の
市
民
向
け
講
座
に
も
参
加
し
、
選
挙

や
政
治
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
。
平
成
一
八
年
度
は
、

九
月
三
〇
日
・
一
〇
月
一
日
に
三
重
県
津
市
で
開
催

さ
れ
た
「
青
年
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
（
東
海
・
北
陸

ブ
ロ
ッ
ク
）」
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
メ
ン
バ
ー
二
名
が

参
加
し
た
。

ま
た
、
平
成
一
五
年
度
か
ら
名
古
屋
市
選
挙
管
理

委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
「
青
年
選
挙
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
ペ
ー
ジ
」
を
設
け
て
い
る
。
同
ペ
ー
ジ
で

は
、
選
挙
フ
ェ
ス
タ
の
内
容
や
青
年
選
挙
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
活
動
な
ど
を
紹
介
。「
今
年
で
二
〇
歳
、
選

挙
に
つ
い
て
も
っ
と
知
っ
て
お
き
た
い
と
い
う
気
持

ち
で
青
年
選
挙
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
し
た
」

「
選
挙
フ
ェ
ス
タ
の
よ
う
な
、
誰
で
も
気
軽
に
足
を

運
べ
、
選
挙
に
触
れ
ら
れ
る
機
会
は
意
味
の
あ
る
こ

と
だ
と
感
じ
ま
し
た
」
な
ど
、
青
年
選
挙
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
感
想
や
意
見
も
載
せ
て
い
る
。

選
挙
時
啓
発
に
も
取
り
組
み
、
市
選
管
が
行
う
街

頭
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
て
い
る
。
平
成
一

八
年
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
は
、
愛
知
県
選
管
の

明
る
い
選
挙
推
進
大
会
に
出
席
し
、
市
代
表
と
し
て

体
験
発
表
を
行
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
活
動
に
参
加
し
て
い
く
中
で
、
学
校

の
自
由
研
究
課
題
に
「
選
挙
」
を
取
り
上
げ
、
選
管
を

取
材
す
る
青
年
選
挙
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
現
れ
て
い
る
。

若
者
の
選
挙
離
れ
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、「
選

挙
」
と
い
う
言
葉
に
対
し
「
難
し
い
、
よ
く
分
か
ら

幼児も投票できる「模擬投票コーナー」



13 293号●2007.3

平成18年度�

明るい選挙推進�
優良活動表彰�

な
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
持
た
れ
て
い
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。「
難
し
い
」
と
感
じ
る
た
め
に
関
心

が
持
た
れ
ず
、
敬
遠
さ
れ
て
い
る
現
状
を
変
え
て
い

く
に
は
、
若
者
に
選
挙
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
必

要
が
あ
る
。
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
が
「
選
挙

フ
ェ
ス
タ
」
で
あ
り
、
若
者
が
選
挙
に
触
れ
る
貴
重

な
機
会
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
若
者
に
対
し
て

効
果
的
に
訴
え
か
け
、
意
識
を
変
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
青
年
選
挙
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
よ
う
な
同
世

代
の
若
者
を
お
い
て
他
に
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。選

挙
に
関
心
の
な
か
っ
た
若
者
に
選
挙
に
触
れ
る

き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
と
い
う
意
味
で
、
青
年
選
挙

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
の
意
義
は
大
き
い
。

市
議
会
議
員
選
挙
で
の
取
り
組
み

平
成
十
一
年
四
月
に
市
議
会
議
員
選
挙
が
執
行
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
立
候
補
予
定
者
を
パ
ネ
リ
ス

ト
に
し
た
公
開
討
論
会
を
企
画
し
た
。

開
催
に
当
た
っ
て
は
、
公
職
選
挙
法
に
触
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
も
た
び
た
び

足
を
運
ん
で
指
導
を
受
け
る
な
ど
、
入
念
な
準
備
を

進
め
た
。
公
平
性
・
中
立
性
を
期
す
た
め
、
立
候
補

予
定
者
の
発
言
の
時
間
や
回
数
な
ど
に
は
特
に
気
を

配
っ
た
。
立
候
補
予
定
者
か
ら
は
、「
短
い
時
間
で

は
政
策
や
理
念
を
十
分
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
」
と
の
意
見
も
出
さ
れ
た
が
、
で
き
る
だ
け
多
く

の
課
題
に
つ
い
て
の
考
え
を
聞
く
た
め
、
時
間
的
な

制
約
が
あ
る
こ
と
に
理
解
を
求
め
た
。

立
候
補
予
定
者
二
八
人
に
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、

一
〇
人
が
参
加
。
四
月
一
六
日
に
市
内
の
赤
と
ん
ぼ

文
化
ホ
ー
ル
で
「
こ
れ
か
ら
の

”龍
野
“
を
語
る

た
つ
の
夢
く
ら
ぶ
と
は

「
た
つ
の
夢
く
ら
ぶ
」
は
、
兵
庫
県
た
つ
の
市
の
社

団
法
人
龍
野
青
年
会
議
所
と
龍
野
商
工
会
議
所
青
年

部
の
両
青
年
経
営
者
団
体
の
Ｏ
Ｂ
有
志
が
中
心
と
な

り
、
平
成
一
〇
年
十
二
月
に
設
立
し
た
団
体
で
あ
る
。

事
業
経
営
者
や
そ
の
後
継
者
で
あ
る
メ
ン
バ
ー
は
、

そ
れ
ま
で
様
々
な
地
域
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
ん
で

き
た
が
、
青
年
会
議
所
等
卒
業
後
も
、
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
て
継
続
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
こ
う
と
の
思

い
を
共
有
し
た
こ
と
が
、
く
ら
ぶ
結
成
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
。
両
団
体
の
Ｏ
Ｂ
と
若
干
の
現
役
メ
ン
バ

ー
十
一
人
が
ク
ラ
ブ
の
結
成
に
参
加
し
た
。

市
民
公
開
討
論
会
を
発
案

何
度
か
集
ま
り
を
重
ね
て
事
業
計
画
を
練
る
中
、

大
き
な
テ
ー
マ
の
一
つ
と

し
て
「
選
挙
」
が
浮
か
び

上
が
っ
た
。「
選
挙
は
国

民
の
権
利
で
あ
り
、
ま
た

義
務
で
も
あ
る
。
選
挙
を

通
し
て
代
表
を
選
ぶ
こ
と
は
、
自
分
た
ち
の
住
む
町

を
、
ひ
い
て
は
日
本
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
の
第
一

歩
で
は
な
い
か
。
市
民
の
意
見
や
思
い
を
市
政
や
国

政
に
反
映
さ
せ
る
に
は
、
少
し
で
も
投
票
所
に
行
く

市
民
を
増
や
し
、
投
票
率
を
上
げ
る
必
要
が
あ
る
」

と
の
意
見
で
一
致
を
み
た
。

そ
の
た
め
に
は
ど
う
い
う
方
法
が
あ
る
の
か
、
我
々

に
何
が
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
た
。

そ
の
第
一
歩
と
し
て
取
り
組
ん
だ
の
が
、「
市
民

公
開
討
論
会
」
の
開
催
で
あ
る
。「
投
票
し
な
い
人

が
多
い
の
は
、
候
補
者
に
身
近
に
接
し
、
政
策
や
理

念
を
生
の
声
で
聞
く
機
会
が
少
な
い
か
ら
で
は
な
い

か
。
立
候
補
予
定
者
か
ら
直
接
政
策
や
理
念
が
聞
け

る
場
を
設
け
、
市
民
に
政
治
や
選
挙
へ
の
関
心
を
高

め
て
も
ら
う
こ
と
で
投
票
率
の
向
上
に
貢
献
し
よ

う
」
と
い
う
の
が
公
開
討
論
会
開
催
の
ね
ら
い
だ
。

た
つ
の
夢
く
ら
ぶ
（
兵
庫
県
た
つ
の
市
）

│
市
民
公
開
討
論
会
を
継
続
開
催
│

公開討論会周知用チラシ
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青
年
法
政
大
学
と
は

青
年
法
政
大
学
は
、
山
口
県
お
よ
び
開
催
市
に
よ

る
選
挙
常
時
啓
発
事
業
の
一
つ
で
、
投
票
率
が
著
し

く
低
い
三
〇
歳
ま
で
の
青
年
男
女
を
対
象
に
、
政

治
・
法
律
・
経
済
な
ど
様
々
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
学

習
の
場
を
提
供
し
、
政
治
・
選
挙
に
対
す
る
関
心
を

喚
起
す
る
こ
と
に
よ
り
、
投
票
率
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
山
口
県
で
は
昭
和
五
〇
年

度
か
ら
、
周
南
会
場
で
は
五
五
年
度
か
ら
始
め
ら
れ
、

青
年
法
政
大
学
周
南
会
場
運
営
委
員
会
（
山
口
県
周
南
市
）

│
社
会
人
対
象
の
講
座
を
O
B
が
自
主
運
営
│

市
民
公
開
討
論
会
」
と
名
付
け
て
開
催
し
た
。

初
め
て
の
試
み
に
約
六
五
〇
人
の
市
民
が
集
ま
っ

た
。
討
論
会
で
は
、
公
募
で
選
ん
だ
テ
ー
マ
「
龍
野

の
将
来
に
求
め
ら
れ
る
の
は
何
か
」
に
つ
い
て
、
各

立
候
補
予
定
者
に
考
え
を
主
張
し
て
も
ら
っ
た
。
参

加
し
た
立
候
補
予
定
者
は
全
体
の
半
数
に
満
た
な
か

っ
た
も
の
の
、
地
域
活
性
化
や
ご
み
問
題
、
介
護
な

ど
、
様
々
な
地
域
課
題
に
つ
い
て
白
熱
し
た
議
論
が

展
開
さ
れ
、
大
き
な
成
果
を
挙
げ
た
。

討
論
会
を
聞
い
た
市
民
か
ら
も
、「
選
挙
で
は
い

ろ
い
ろ
と
し
が
ら
み
が
あ
り
、
一
人
の
候
補
者
の
話

を
聞
き
に
行
く
こ
と
が
は
ば
か
ら
れ
る
が
、
こ
う
い

う
機
会
に
同
時
に
多
数
の
候
補
者
の
政
策
や
考
え
を

直
接
聞
け
る
と
い
う
の
は
あ
り
が
た
い
」「
公
開
討

論
会
で
立
候
補
予
定
者
の
話
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で

き
、
投
票
す
る
と
き
の
参
考
に
な
っ
た
」
な
ど
の
声

が
寄
せ
ら
れ
た
。

公
開
討
論
会
を
継
続
し
て
自
主
開
催

一
定
の
手
応
え
を
感
じ
た
夢
く
ら
ぶ
は
、
衆
議
院

議
員
選
挙
が
行
わ
れ
る
平
成
十
二
年
に
、
選
挙
区

（
兵
庫
十
二
区
）
立
候
補
予
定
者
三
人
の
参
加
を
得
、

六
月
九
日
に
「
市
民
の
集
い
」
を
開
催
し
た
。
国
政

選
挙
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
こ
れ
か
ら
の
龍
野
を

語
る
」
を
「
あ
す
の
日
本
を
語
る
」
に
変
え
、
日
本

や
政
治
に
対
す
る
思
い
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
も
ら
う
政

策
討
論
会
と
し
た
。

以
後
、
地
方
選
挙
で
は
「
あ
す
の
龍
野
を
語
る
！

市
民
の
集
い
」、
国
政
選
挙
で
は
「
あ
す
の
日
本
を
語

る
！
市
民
の
集
い
」
と
銘
打
ち
、
四
回
開
催
し
て
い
る
。

「
市
民
の
集
い
」
は
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
市
民
に

認
知
さ
れ
、
立
候
補
予
定
者
の
考
え
を
聞
こ
う
と
会

場
を
訪
れ
る
市
民
も
増
え
て
き
た
。
平
成
一
五
年
一

〇
月
二
四
日
の
「
市
民
の
集
い
」
で
は
、
一
二
〇
〇

人
収
容
の
文
化
ホ
ー
ル
が
満
員
と
な
り
、
会
場
に
入

り
き
れ
な
い
市
民
も
出
た
。
そ
こ
で
、
平
成
一
七
年

九
月
三
日
の
「
市
民
の
集
い
」
は
、
市
内
の
揖
保
川

河
川
敷
に
あ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
実
施
し
た
。
初
め
て
の

野
外
で
の
討
論
会
で
は
、
三
人
の
立
候
補
予
定
者
が
、

年
金
、
郵
政
民
営
化
、
景
気
・
雇
用
対
策
な
ど
に
つ
い

て
の
考
え
を
主
張
。
約
千
人
の
市
民
が
耳
を
傾
け
た
。

「
市
民
の
集
い
」
は
、
夢
く
ら
ぶ
が
中
心
と
な
り
、

実
行
委
員
会
の
形
を
と
っ
て
実
施
し
て
い
る
。
会
場

の
設
営
を
は
じ
め
、
討
論
会
の
運
営
に
、
夢
く
ら
ぶ

の
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
市
民
に
参
加
し

て
も
ら
う
の
が
ね
ら
い
だ
。

開
催
の
費
用
は
、
夢
く
ら
ぶ
の
メ
ン
バ
ー
全
員
の

ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
を
積
み
立
て
て
い
る
。
市
民
か
ら

カ
ン
パ
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
も
の
の
、
会
場
費
や

設
営
費
、
チ
ラ
シ
費
用
な
ど
で
赤
字
と
な
り
、
メ
ン

バ
ー
の
積
立
金
か
ら
補
填
し
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

し
か
し
、
討
論
会
の
公
平
性
・
中
立
性
を
保
つ
た
め

に
は
こ
の
形
を
続
け
ざ
る
を
え
な
い
。

当
初
は
、
立
候
補
予
定
者
に
開
催
趣
旨
を
理
解
し

て
も
ら
う
の
に
苦
心
し
た
が
、
現
在
は
恒
例
の
催
し

と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
多
く
の
市
民
か
ら
も
「
楽

し
み
に
し
て
い
る
」
と
の
声
を
聞
く
。
マ
ス
コ
ミ
も

毎
回
大
き
く
取
り
上
げ
、
選
挙
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、

公
開
討
論
会
が
市
民
の
話
題
と
し
て
上
が
っ
て
く
る

よ
う
に
な
っ
た
。

た
つ
の
夢
く
ら
ぶ
の
願
い
は
、
国
民
の
権
利
で
あ

り
、
義
務
で
も
あ
る
投
票
に
多
く
の
市
民
が
参
加
し
、

よ
り
よ
い
地
域
、
日
本
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
で
あ

る
。
公
開
討
論
会
の
成
果
を
弾
み
に
、
次
な
る
一
手

を
打
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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現
在
、
周
南
の
ほ
か
下
関
、
宇
部
、
防
府
で
開
催
さ

れ
て
い
る
。
県
が
、
実
施
主
体
に
七
〇
万
円
を
限
度

に
、
事
業
費
の
三
分
の
二
を
補
助
し
て
い
る
。

講
座
は
、
六
月
か
ら
十
一
月
の
半
年
間
、
毎
週
一

回
、
平
日
の
夜
二
時
間
半
か
ら
三
時
間
か
け
て
行
わ

れ
る
。
仕
事
を
持
っ
た
社
会
人
が
六
カ
月
の
夜
間
学

習
を
続
け
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、「
自
分
で

磨
こ
う
、
一
緒
に
磨
こ
う
」
を
合
言
葉
に
し
て
き
た
。

昭
和
五
〇
年
度
か
ら
平
成
一
七
年
度
ま
で
の
修
了
者

数
は
、
二
九
三
〇
人
に
の
ぼ
る
。

自
主
運
営
の
周
南
会
場

周
南
会
場
は
、
主
催
は
周
南
市
（
合
併
前
は
徳
山

市
）
明
推
協
と
同
市
選
管
で
あ
る
が
、
運
営
は
歴
代

修
了
者
有
志
に
よ
る
運
営
委
員
会
が
自
主
的
に
行
っ

て
い
る
。
運
営
委
員
は
、
開
講
期
間
だ
け
で
な
く
一

年
間
ほ
ぼ
休
む
こ
と
な
く
活
動
し
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
、
自
分
の
仕
事
の
た
め
、
運
営
に
時
間
が
と
れ
な

い
こ
と
も
あ
る
が
、
時
間
に
余
裕
の
あ
る
人
が
協
力

し
合
い
、
運
営
し
て
い
る
。
こ
の
や
り
方
は
周
南
会

場
独
特
の
も
の
で
、
他
の
会
場
の
模
範
と
な
り
、
こ

講議風景

の
事
業
が
長
年
に
わ
た
っ
て
存
続
で
き
た
一
大
要
因

と
も
な
っ
て
い
る
。
一
時
期
休
講
し
再
開
し
た
他
会

場
に
周
南
会
場
の
修
了
生
を
派
遣
し
、
自
主
運
営
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
て
再
開
を
支
援
し
た
例
も
あ
る
。

運
営
委
員
会
の
活
動
は
、
講
義
内
容
の
決
定
、
講

師
の
依
頼
、
受
講
生
募
集
、
開
講
期
間
中
は
毎
週
火

曜
日
に
会
議
を
開
き
、
木
曜
日
に
講
義
、
そ
の
他
受

講
生
の
自
主
研
究
活
動
の
支
援
と
、
幅
広
い
。

毎
年
の
運
営
委
員
会
の
立
ち
上
げ
は
、
そ
の
年
、

青
年
法
政
大
学
を
ど
の
よ
う
な
も
の
に
す
る
か
を
想

起
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
自
分
が
運
営
を
や
ろ
う

と
思
っ
た
き
っ
か
け
、
ど
の
よ
う
な
形
態
で
修
了
を

迎
え
た
い
か
な
ど
を
考
え
て
お
く
と
、
問
題
に
直
面

し
た
と
き
大
き
な
支
え
と
な
る
。
そ
の
上
で
、
前
年

度
の
反
省
や
改
善
点
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
そ
の
年

の
講
義
内
容
を
決
定
す
る
。

幅
広
い
講
義
内
容

周
南
会
場
で
は
、
六
月
か
ら
十
一
月
の
毎
週
木
曜

日
の
午
後
七
時
か
ら
一
〇
時
ま
で
、
主
に
徳
山
青
年

館
で
講
義
が
行
わ
れ
る
。

講
義
内
容
は
、
も
ち
ろ
ん
選
挙
に
つ
い
て
の
講
義

も
あ
る
が
、
政
治
・
法
律
・
経
済
を
中
心
に
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
る
。
政
治
・
法
律
・
経
済
に
関
心
を
持

つ
地
域
人
材
を
育
成
す
れ
ば
、
そ
の
人
は
職
場
や
地

域
で
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
。
そ
の
効
果
は
、
単
に
投
票

に
行
き
ま
し
ょ
う
と
呼
び
か
け
る
啓
発
よ
り
、
よ
り

良
い
政
治
を
目
指
そ
う
と
い
う
質
の
高
い
啓
発
に
な

る
か
ら
だ
。
講
議
は
聞
く
だ
け
で
な
く
、
必
ず
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
発
表
す
る
時
間
を
設
け
て
い
る
。

ま
た
、
講
義
で
は
政
治
・
法
律
・
経
済
の
ほ
か
に
、

社
会
の
流
れ
の
中
で
新
し
く
関
心
を
集
め
て
い
る
話

題
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
て
い
る
。
例
え
ば
、
平
成

一
八
年
度
の
講
義
で
は
、
医
療
、
福
祉
、
防
災
、
教

育
に
つ
い
て
の
講
義
を
設
け
た
。
ま
た
、
人
間
学

「
魅
力
的
な
人
間
に
な
る
た
め
に
」
な
ど
受
講
生
が

関
心
や
興
味
を
持
つ
講
義
も
開
催
。

そ
の
他
、
受
講
生
に
よ
る
自
主
研
究
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
自
主
研
究
活
動
は
、
そ
の
年
の
参
加
者
が

七
月
の
始
め
頃
か
ら
班
に
分
か
れ
て
取
り
組
み
、
日

ご
ろ
か
ら
興
味
の
あ
る
こ
と
、
ニ
ュ
ー
ス
で
関
心
を

持
っ
た
こ
と
を
テ
ー
マ
に
調
査
を
行
い
、
そ
の
成
果

を
十
二
月
に
、
他
会
場
の
受
講
生
も
一
堂
に
集
ま
る

「
ク
リ
ス
マ
ス
・
ト
ー
ク
マ
ッ
チ
」
で
発
表
す
る
。

こ
の
研
究
発
表
会
は
、
こ
れ
ま
で
夜
遅
く
ま
で
が
ん

ば
っ
て
き
た
受
講
生
を
送
り
出
す
意
味
で
、
運
営
委

員
に
と
っ
て
は
準
備
な
ど
で
大
変
だ
が
一
番
楽
し
み

な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
近
年
で
は
、「
ザ
☆
年
金
〜

年
金
は
私
た
ち
の
パ
ー
ト
ナ
ー
〜
」（
一
五
年
）、

「
結
婚
〜
夫
婦
が
よ
り
よ
い
関
係
を
築
く
た
め
に
〜
」

（
一
六
年
）、「R

ock
`s

労
働
人
口
の
減
少
に
つ
い

て
」（
一
七
年
）
な
ど
の
研
究
が
表
彰
さ
れ
て
い
る
。

レ
ポ
ー
ト
の
内
容
、
発
表
風
景
を
見
る
と
受
講
生

が
短
い
期
間
で
成
長
し
た
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
れ
ま

で
の
苦
労
が
報
わ
れ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切

青
年
法
政
大
学
の
受
講
生
は
、
運
営
委
員
や
受
講
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学
生
と
若
手
市
職
員
で
発
足

「
ミ
ニ
選
挙
管
理
委
員
会
２
０
０
１
（
in
延
岡
）」

が
発
足
し
た
の
は
、
平
成
十
三
年
十
一
月
。
そ
の
背

景
に
は
、
同
年
七
月
二
九
日
執
行
の
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
の
投
票
結
果
が
あ
る
。
こ
の
と
き
の
投
票
率

は
六
二
・
二
一
％
で
、
年
齢
階
層
別
に
見
る
と
、
二

〇
〜
二
四
歳
が
三
一
・
九
七
％
、
二
五
〜
二
九
歳
で
は

四
三
・
一
〇
％
と
他
の
年
齢
層
に
比
べ
て
極
端
に
低

い
状
況
だ
っ
た
。

延
岡
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状

況
に
対
処
し
よ
う
と
、
社
会
人
と
し
て
働
く
若
者
を
は

じ
め
、
市
内
に
あ
る
九
州
保
健
福
祉
大
学
や
聖
心
ウ

ル
ス
ラ
学
園
短
期
大
学
の
学
生
の
主
体
的
活
動
を
支

援
す
る
事
業
を
始
め
る
こ
と
に
し
た
。

こ
の
事
業
の
ね
ら
い
は
、
①
若
者
に
政
治
や
選
挙

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
、
②
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
の
場
で
独
自
の
啓
発
が
行
え
る
よ
う
支

援
す
る
こ
と
、
③
同
世
代
の
立
場
か
ら
投
票
参
加
を

呼
び
か
け
る
こ
と
だ
っ
た
。
事
業
の
開
始
に
あ
た
っ

て
、
平
成
十
三
年
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
前
記

大
学
の
学
生
部
に
事
業
の
趣
旨
を
説
明
し
、
参
加
す

る
学
生
を
推
薦
し
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
、
延
岡
市
で

は
平
成
十
三
年
七
月
の
参
議
院
選
挙
か
ら
二
〇
代
の

投
票
立
会
人
公
募
制
度
を
開
始
し
て
い
た
の
で
、
同

選
挙
の
立
会
人
を
体
験
し
た
若
者
に
も
、
会
の
設
立

に
携
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

同
年
一
〇
月
三
日
、
九
州
保
健
福
祉
大
学
二
名
、

聖
心
ウ
ル
ス
ラ
学
園
短
期
大
学
生
二
名
、
そ
れ
に
社

会
人
と
し
て
市
職
員
の
二
名
を
加
え
た
計
六
人
で
、

「
選
挙
を
考
え
る
若
者
の
会（
仮
称
）」
の
準
備
会
を

開
催
。
一
〇
月
三
一
日
か
ら
活
動
を
開
始
し
た
。
し

か
し
、「
選
挙
を
考
え
る
若
者
の
会
」
と
い
う
名
称

は
堅
苦
し
く
、
若
い
世
代
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と

い
う
意
見
が
会
員
か
ら
出
さ
れ
、「
ミ
ニ
選
挙
管
理

委
員
会
２
０
０
１
（
in
延
岡
）」（
略
称
「
ミ
ニ
選
」）

と
改
称
す
る
こ
と
に
し
た
。
第
一
回
ミ
ニ
選
は
同
十

一
月
二
十
一
日
に
開
催
さ
れ
た
。

現
在
の
会
員
は
、
九
州
保
健
福
祉
大
学
と
聖
心
ウ

ル
ス
ラ
学
園
短
期
大
学
の
学
生
と
、
二
〇
代
の
市
職

員
、
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
、
一
九
人
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

ミ
ニ
選
挙
管
理
委
員
会
２
０
０
１（
in
延
岡
）（
宮
崎
県
延
岡
市
）

│
若
者
が
企
画
、
脚
本
、
主
演
の
テ
レ
ビ
C
M
│

生
の
友
達
や
知
り
合
い
か
ら
転
勤
な
ど
で
山
口
県
に

転
入
し
て
き
た
人
が
増
え
て
き
て
い
る
。
受
講
生
募

集
の
ポ
ス
タ
ー
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
見
て
参
加
し
た

人
が
多
い
こ
と
か
ら
、
最
近
で
は
こ
れ
ら
の
デ
ザ
イ

ン
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
業
者
に
頼
む
と
経
費
が
か

か
る
の
で
、
自
分
た
ち
で
パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
使
っ
て
、
人
の
目
に
つ
く
よ
う
に
構
成
や
配

色
を
工
夫
し
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
並
行
で
、
開
講

の
準
備
や
前
半
の
講
義
の
準
備
を
実
施
す
る
。

開
講
し
て
か
ら
は
、
講
義
の
状
況
や
自
主
研
究
活

動
の
各
班
の
状
況
、
各
受
講
生
の
状
況
等
を
報
告
し

合
い
、
ど
の
よ
う
に
接
し
て
い
く
か
を
話
し
合
う
。

青
年
法
政
大
学
に
集
ま
る
人
た
ち
は
、
最
初
か
ら
他

の
受
講
生
と
顔
見
知
り
で
は
な
い
の
で
、
運
営
委
員

は
受
講
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
楽
し
く
な
け
れ
ば
次
か
ら
参
加
し

な
く
な
る
た
め
、
運
営
委
員
は
い
ろ
ん
な
人
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
に
な
り
、
運
営
委
員

自
身
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
、
日
々

の
生
活
で
も
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
。

ま
た
、
講
義
や
自
主
研
究
だ
け
で
な
く
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

四
二
・
一
九
五
袰
の
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
を
、
み
ん
な

で
リ
レ
ー
し
て
完
走
し
た
り
し
た
。
こ
う
し
て
交
流

が
深
ま
る
と
、
受
講
生
が
自
主
的
に
運
営
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
に
関
わ
る
よ
う
に
な
る
。

新
た
な
人
間
関
係
を
構
築
で
き
た
こ
と
の
感
動
は

言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
も
の
で
、
そ
れ
が
青
年
法
政

大
学
の
魅
力
と
も
言
え
る
。
こ
の
魅
力
が
あ
る
限
り
、

若
人
が
楽
し
く
学
ぶ
場
と
し
て
、
人
と
の
絆
を
深
め

て
い
け
る
場
と
し
て
、
選
挙
に
関
心
を
持
っ
て
学
ぶ
場

と
し
て
青
年
法
政
大
学
の
活
動
は
継
続
し
て
い
く
。
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ミ
ニ
選
の
活
動

会
員
は
、
毎
月
定
例
ミ
ニ
選
会
議
を
開
い
て
取
り

組
む
べ
き
啓
発
活
動
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
る
。
ミ
ニ

選
の
主
な
活
動
は
、
若
い
世
代
に
も
っ
と
政
治
や
選
挙

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
投
票
参
加
と
棄
権
防

止
を
呼
び
か
け
る
啓
発
活
動
や
、
政
治
や
選
挙
に
つ

い
て
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
活
動
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
大
学
や
短
大
の
入
学
式
・
学
園
祭
に
出
か

け
啓
発
活
動
や
会
員
の
募
集
を
行
い
、
た
く
さ
ん
の

人
が
集
う
地
域
の
お
祭
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
簡
単

な
ゲ
ー
ム
や
ミ
ニ
選
の
活
動
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。

新
成
人
に
対
し
て
は
、
投
票
の
方
法
な
ど
選
挙
に

関
す
る
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
や
さ
し
く
解
説
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
「
ハ
タ
チ
に
な
っ
た
ら
ゴ
ー
ゴ
ゴ
ー

〜
選
挙
へ
行
こ
う
！
は
じ
め
の
１
歩
〜
」
を
作
成
。

イ
ラ
ス
ト
の
得
意
な
会
員
が
随
所
に
イ
ラ
ス
ト
を
描

い
た
。
平
成
一
四
年
一
月
か
ら
、
そ
の
月
に
二
〇
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
る
市
民
宅
に
郵
送
し
て
い
る
。
ま

た
、
成
人
式
会
場
に
お
い
て
も
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

配
布
な
ど
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

県
選
挙
管
理
委
員
会
が
若
者
を
対
象
に
主
催
し
た

で
は
学
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
編（
選
挙
期
日
、
期
日
前

投
票
の
周
知
Ｃ
Ｍ
）
を
作
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
夏

の
参
議
院
選
挙
に
向
け
、
現
在
、
海
水
浴
場
を
舞
台

に
し
た
ビ
デ
オ
を
制
作
し
て
い
る
。

会
員
が
企
画
し
脚
本
を
書
き
、
自
ら
出
演
。
市
役

所
総
務
課
広
報
係
の
職
員
に
協
力
し
て
も
ら
い
、
そ

の
資
機
材
を
借
り
て
、
大
学
や
市
役
所
の
会
議
室
、

延
岡
の
豊
か
な
自
然
を
活
用
し
て
制
作
し
て
い
る
。

市
長
選
で
若
年
層
の
投
票
率
が
向
上

平
成
一
八
年
一
月
の
市
長
選
挙
の
投
票
率
は
、
平

成
一
〇
年
の
同
選
挙
の
四
九
・
四
七
％
、
平
成
一
四

年
の
同
選
挙
の
四
五
・
九
一
％
を
大
き
く
上
回
り
六

〇
・
二
七
％
だ
っ
た
。

一
市
二
町
の
合
併
に
向
け
た
新
市
長
選
挙
だ
っ
た

こ
と
で
マ
ス
コ
ミ
が
大
き
く
取
り
上
げ
た
こ
と
、
立

候
補
者
が
多
か
っ
た
こ
と（
五
名
）
が
投
票
率
ア
ッ

プ
の
要
因
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
が
、
ミ
ニ
選
が
選

挙
前
の
一
〇
月
か
ら
一
月
に
か
け
て
、
成
人
式
会
場

で
の
啓
発
、
大
学
や
短
大
で
の
投
票
参
加
の
呼
び
か

け
と
チ
ラ
シ
配
布
、
投
票
日
周
知
ポ
ス
タ
ー
の
作
成

と
市
内
飲
食
店
へ
の
配
布
・
掲
示
、
学
生
向
け
選
挙

啓
発
Ｃ
Ｍ
の
作
成
と
二
カ
月
に
わ
た
る
放
送
な
ど
に

取
り
組
ん
だ
こ
と
が
、
二
〇
歳
代
の
投
票
率
上
昇
の

一
因
に
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

ミ
ニ
選
で
は
、
こ
れ
ま
で
市
職
員
が
会
長
を
務
め

て
い
た
が
、
初
め
て
学
生
を
会
長
と
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
開
設
や
小
中
学
校
で
の
模
擬
選
挙
を
計
画
す
る

な
ど
、
さ
ら
に
活
動
の
場
を
広
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

「
し
ゃ
べ
り
場
せ
ん
き
ょ
in
延
岡
」
で
は
、
ミ
ニ
選

の
会
員
が
多
数
参
加
し
、
二
〇
代
の
多
く
の
若
者
と

交
流
。
班
ご
と
に
、
ど
う
す
れ
ば
硬
い
と
い
っ
た
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
選
挙
や
政
治
を
身
近
に
感
じ
、
投
票

率
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
議
論
し
た
。
各
班

が
候
補
者
の
立
場
に
な
り
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
作
成
、

有
権
者
に
ど
の
よ
う
に
わ
か
り
や
す
く
自
分
の
政
策

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
発
表
し
合
い
、
模
擬

投
票
を
実
施
し
た
。
自
分
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
、
選

挙
に
つ
い
て
真
面
目
に
考
え
て
い
る
若
者
が
た
く
さ

ん
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
た
。

会
員
が
企
画
・
脚
本
・
主
演

ミ
ニ
選
の
活
動
の
目
玉
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
選

挙
時
啓
発
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
作
成
で
あ
る
。
選
挙
前

に
ミ
ニ
選
が
企
画
・
立
案
、
制
作
し
た
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
は
選
挙
期
間
中
、
ケ
ー
ブ
ル
メ
デ
ィ
ア
「
ワ
イ
ワ

イ
」
で
放
送
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ケ
ー
ブ
ル
メ
デ
ィ
ア

は
、
延
岡
市
、
日
向
市
、
門
川
町
の
エ
リ
ア
で
ケ
ー

ブ
ル
・
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
事
業
、
広
告
宣
伝
事
業
を
行

い
、
多
く
の
視
聴
者
に
地
域
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

平
成
一
四
年
一
月
の
市
長
選
挙
・
市
議
会
議
員
補

欠
選
挙
で
は
、
選
挙
管
理
委
員
が
出
演
し
た
ゴ
ル
フ

編（
不
在
者
投
票
・
投
票
日
周
知
Ｃ
Ｍ
）
と
、
ミ
ニ

選
の
会
員
が
出
演
し
た
ミ
ニ
選
編（
投
票
参
加
・
棄

権
防
止
Ｃ
Ｍ
）
を
、
最
近
で
は
、
平
成
一
七
年
九
月

の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
の
パ
ペ
ッ
ト
マ
ペ
ッ
ト
風

編（
選
挙
期
日
、
期
日
前
投
票
の
周
知
Ｃ
Ｍ
）、
平
成

一
八
年
一
月
の
市
長
選
挙
・
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

ケーブルメディア番組に出演
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ド
イ
ツ
の
選
挙
教
育
が
示
唆
す
る
こ
と

こ
れ
ま
で
四
回
に
わ
た
っ
て
ジ
ュ
ニ
ア
選
挙
と
い

う
選
挙
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
に
、
ド
イ
ツ
の
政

治
教
育
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は

シ
リ
ー
ズ
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
日
本
に
暮
ら
す
私

た
ち
が
、
ド
イ
ツ
の
例
を
今
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
著
者
の
考

え
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

政
治
教
育
を
め
ぐ
る
日
独
の
現
状
を
比
べ
た
と
き

に
気
づ
く
大
き
な
違
い
は
、
ド
イ
ツ
で
は
、
①
政
治

教
育
の
た
め
の
政
府
機
関
や
大
学
等
の
研
究
機
関
が

各
地
に
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
②
現
実
の
政
治
的

論
争
・
対
立
が
積
極
的
に
教
育
内
容
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
の
二
点
で
す
。
そ
し
て
正
に
こ
の
二
つ
の
特

徴
が
、
政
治
教
育
と
し
て
の
選
挙
教
育
を
可
能
に
し

て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

つ
ま
り
ジ
ュ
ニ
ア
選
挙
と
い
う
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
有
意
義
な
形
で
実
施
す
る
た
め
に
は
、
一
定
の
予

算
の
ほ
か
多
様
な
人
々
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、

そ
こ
で
政
府
機
関
や
研
究
機
関
の
存
在
が
大
き
な
意

味
を
持
っ
て
き
ま
す
。
特
に
全
国
各
地
で
争
点
を
異

に
し
て
行
わ
れ
る
選
挙
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
た
教
材

を
用
意
す
る
に
は
、
そ
の
地
で
政
治
教
育
の
研
究
・

実
践
に
当
た
っ
て
い
る
専
門
家
が
存
在
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
ジ
ュ
ニ
ア
選
挙
は
、
そ
の
よ

う
な
人
々
に
よ
っ
て
普
段
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
様
々

な
政
治
教
育
活
動
の
一
つ
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。

ま
た
、
現
実
の
政
治
的
対
立
を
教
育
内
容
と
す
る

と
い
う
ド
イ
ツ
の
政
治
教
育
の
原
則
も
、
と
て
も
重

要
で
す
。
そ
れ
が
確
立
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
選

挙
と
い
う
民
主
主
義
の
根
幹
に
か
か
わ
る
テ
ー
マ
ま

で
、
公
的
機
関
で
あ
る
学
校
が
教
育
の
対
象
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

日
本
の
現
状
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
社
会
や

公
民
の
授
業
は
生
徒
に
対
し
て
正
解
の
あ
る
問
い
を

投
げ
か
け
て
い
る
段
階
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

民
主
主
義
の
「
目
的
」
と
し
て

政
治
教
育
を
考
え
る

近藤 孝弘（こんどうたかひろ）
〈プロフィール〉

1963年生まれ。東京大学大学院教育学研究科

博士課程修了。名古屋大学大学院教育発達科学

研究科助教授。専門はドイツとオーストリアを中

心とする現代ヨーロッパの政治教育と歴史教育。

ド
イ
ツ

ド
イ
ツ
の
政
治
教
育
（
最
終
回
）

名古屋大学助教授

と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
政
治

と
は
明
確
な
正

解
が
存
在
し
な

い
事
柄
を
め
ぐ

っ
て
行
わ
れ
る

も
の
で
す
。
判

断
や
意
見
の
分

か
れ
る
問
題
に
つ
い
て
、
合
理
的
な
思
考
を
経
て
一

定
の
立
場
を
自
覚
的
に
と
り
、
他
方
で
対
立
す
る

様
々
な
考
え
方
も
理
解
す
る
と
い
う
民
主
主
義
の
基

礎
と
な
る
習
慣
と
能
力
を
養
う
た
め
に
は
、
や
は
り

現
実
の
政
治
問
題
を
教
材
化
す
る
こ
と
が
適
切
で
し

ょ
う
。
そ
し
て
、
学
校
が
こ
う
し
た
知
的
な
訓
練
を

有
効
に
行
う
の
を
支
援
す
る
た
め
に
も
、
専
門
の
政

治
教
育
研
究
機
関
が
求
め
ら
れ
る
の
で
す
。

歴
史
の
重
み

で
は
、
日
本
に
で
き
な
い
こ
と
が
、
な
ぜ
ド
イ
ツ

に
は
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

両
国
が
見
せ
る
差
異
を
説
明
す
る
観
点
は
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
が
、
あ
え
て
一
言
で
言
う
な
ら
、
歴
史

の
違
い
に
よ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
言
う
歴
史
と
は
、
歴
史
的
な
文
化
の
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
政
治
に
と
っ
て
文
化
が
決
定

的
な
ら
、
ナ
チ
ズ
ム
を
生
ん
だ
ド
イ
ツ
に
民
主
主
義

が
定
着
す
る
は
ず
は
な
い
の
で
す
。
民
主
的
な
政
治

教
育
も
夢
の
話
で
し
ょ
う
。
文
化
よ
り
も
、
現
代
史

の
中
で
両
国
が
置
か
れ
て
き
た
国
際
環
境
の
違
い

や
、
そ
の
歴
史
（
特
に
自
国
史
）
に
つ
い
て
の
人
々

連邦政治教育センター（ボン）の教材セン
ターでは、同センターが開発した様々な政
治教育教材が展示・販売されている
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れ
に
く
い
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
実
施
す
る
社
会
的

基
盤
と
し
て
の
最
低
限
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
も
欠
け
て

い
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
冷
戦
は
過
去
の
も
の
と
な
り
、
歴
史
認
識

を
含
む
隣
国
と
の
関
係
が
重
要
性
を
増
し
て
い
る

今
、
正
に
現
代
史
を
踏
ま
え
た
政
治
教
育
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
戦
後
六
〇
年
あ
ま
り
を
経
て
、
日
本

は
ド
イ
ツ
と
同
じ
地
平
に
立
つ
に
到
っ
た
の
で
す
。

目
的
と
し
て
の
政
治
教
育

さ
て
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
最
後
に
、
新
し
い
論
点

を
一
つ
提
起
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
政
治
教
育
と
い
う
活
動
を
、
民
主
主

義
を
円
滑
に
機
能
さ
せ
る
た
め
の
道
具
と
し
て
捉
え

が
ち
で
す
が
、
こ
う
し
た
理
解
は
は
た
し
て
ど
こ
ま

で
妥
当
な
の
で
し
ょ
う
か
？

実
は
ド
イ
ツ
で
は
、
戦
後
の
早
い
時
期
か
ら
、
政

治
教
育
は
つ
ね
に
期
待
さ
れ
る
ほ
ど
の
効
果
は
も
た

ら
さ
な
い
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
も

そ
も
、
そ
の
効
果
の
客
観
的
な
測
定
は
不
可
能
と
言

っ
て
良
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ

れ
ま
で
紹
介
し
て
き
ま
し
た
よ
う
に
、
そ
こ
に
は
多

大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
注
が
れ
て
き
た
の
で
す
。

こ
の
点
に
つ
い
て
私
が
思
い
ま
す
の
は
、
政
治
教

育
は
民
主
主
義
を
実
現
す
る
た
め
の
道
具
と
し
て
よ

り
も
、
む
し
ろ
そ
れ
自
身
が
一
つ
の
目
的
な
の
で
は

な
い
か
、
少
な
く
と
も
密
か
に
ド
イ
ツ
の
政
治
教
育

関
係
者
は
そ
う
考
え
て
き
た
の
で
は
な
い
の
か
、
と

い
う
こ
と
で
す
。
あ
る
い
は
、
民
主
主
義
の
た
め
に

政
治
教
育
を
行
う
と
い
う
言
い
方
は
、
そ
の
活
動
の

効
果
が
実
際
に
民
主
主
義
社
会
を
守
り
、
ま
た
深
化

さ
せ
る
と
い
う
以
前
に
、
そ
こ
で
の
努
力
に
よ
っ
て
、

民
主
的
で
あ
ろ
う
と
す
る
自
ら
の
意
思
を
再
確
認
す

る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
の
挫
折
か
ら
ナ
チ
ズ
ム
、
そ

し
て
冷
戦
下
の
国
家
分
断
と
非
常
に
過
酷
だ
っ
た
ド

イ
ツ
の
現
代
史
は
、
厳
し
い
民
主
主
義
へ
の
姿
勢
を

生
み
出
し
た
よ
う
で
す
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
厳
格
さ
の
下
で
発
展
し
た
ド

イ
ツ
の
政
治
教
育
は
、
欧
州
統
合
が
進
む
今
、
国
境
を

越
え
た
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
も
は
や
民
主
主
義

は
一
国
内
で
完
結
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
二

〇
〇
四
年
の
欧
州
議
会
選
挙
の
際
に
は
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
な
ど
で
も
ジ
ュ
ニ
ア
選
挙
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

「
政
治
教
育
は
そ
れ
自
身
が
目
的
で
あ
る
」。
こ
の

こ
と
が
持
つ
意
味
を
理
解
す
る
の
は
、
ド
イ
ツ
と
は

異
な
る
歴
史
の
上
に
あ
る
日
本
人
に
と
っ
て
簡
単
な

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
想
像
力
を
充
分

に
働
か
せ
る
な
ら
、
手
が
届
か
な
い
認
識
と
い
う
も

の
で
も
な
い
は
ず
で
す
。
ド
イ
ツ
は
お
そ
ら
く
完
全

な
お
手
本
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
隣
国

だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
に
も
思
考
と
行
動
の
た
め
の

確
か
な
手
が
か
り
を
提
供
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
す
。

の
姿
勢
の
違
い
が
、
政
治
教
育
を
め
ぐ
る
異
な
る
現

状
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
ず
歴
史
上
の
相
違
点
と
し
て
、
ナ
チ
ズ
ム
が
犯

し
た
犯
罪
が
桁
外
れ
な
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
は

確
か
で
す
。
た
だ
重
要
な
の
は
犯
罪
の
規
模
よ
り
も
、

戦
後
ド
イ
ツ
の
指
導
者
が
、
ナ
チ
ズ
ム
を
生
ん
だ
原

因
を
一
握
り
の
旧
政
治
家
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
政

治
家
を
支
持
し
、
協
力
し
た
国
民
の
中
に
も
見
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
よ
り
現
実
的
に
は
、
軍
事

的
の
み
な
ら
ず
道
徳
的
に
も
敗
北
し
た
ド
イ
ツ
が
国

際
社
会
へ
の
復
帰
を
図
る
際
に
は
隣
国
の
人
々
の
承

認
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
そ
れ
ま
で
人
種
主

義
や
過
激
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
教
え
ら
れ
て
き
た

国
民
に
、
今
度
は
民
主
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
し
て

の
教
育
を
施
す
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
た
と
い
う
面
も

あ
り
ま
す
。

加
え
て
、
分
裂
国
家
で
あ
る（
西
）
ド
イ
ツ
の
指

導
者
は
、
東
か
ら
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
対
抗
す
る
必

要
性
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
点
で
は
、
保
守
派

だ
け
で
な
く
革
新
派
の
社
会
民
主
党
も
基
本
的
に
は

同
じ
で
す
。
議
会
制
民
主
主
義
を
堅
持
し
て
西
側
世

界
の
一
員
で
あ
り
続
け
る
こ
と
は
、
保
革
二
大
政
党

の
ほ
ぼ
一
致
し
た
目
標
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
条
件
が
戦
後
日
本
に
は
備
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
い
わ
ゆ
る
戦
争
責
任
は
も
っ
ぱ
ら

旧
軍
部
の
問
題
と
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
だ
け
で
な
く
、

近
隣
諸
国
に
比
べ
て
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
ば
か
り
が

重
視
さ
れ
る
時
期
が
長
く
続
き
、
さ
ら
に
冷
戦
の
下

で
非
常
に
厳
し
い
保
革
の
対
立
を
経
験
し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
政
治
教
育
の
必
要
性
そ
の
も
の
が
認
識
さ

欧州議会選挙(2004年)の際に実施され
たジュニア選挙の投票通知書、ポーラ
ンド版（上）とドイツ版
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ア
ッ
プ
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
人
間
は
誰

で
も
、「
こ
う
し
た
い
」「
こ
う
な
り
た

い
」
と
い
う
願
望
を
持
っ
て
い
る
。

「
〜
し
た
い
」
と
い
う
願
望
は
、
人
に

強
い
意
欲
を
起
こ
さ
せ
る
。「
〜
」
の

部
分
が
よ
り
具
体
的
に
明
確
に
な
る

と
、
願
望
か
ら
目
標
に
姿
を
変
え
る
。

目
標
は
、
土
地
付
き
の
一
軒
の
家
を

持
ち
た
い
と
い
っ
た
物
的
な
も
の
で

も
、
司
法
試
験
に
合
格
し
て
弁
護
士
に

な
り
た
い
で
も
、
会
社
に
入
っ
て
開
発

の
仕
事
を
担
当
し
て
、
新
し
い
技
術
を

開
発
し
て
成
果
を
あ
げ
た
い
な
ど
、
各

人
様
々
で
あ
る
。
は
っ
き
り
し
た
目
標

を
持
っ
て
、
そ
の
達
成
に
向
か
っ
て
意

欲
を
燃
や
し
て
い
る
人
は
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
高
い
の
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
と
は
言
え
、
誰
も
が
そ
の
よ
う
な

状
態
に
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。

第
一
に
、
は
っ
き
り
し
た
目
標
を
持

た
な
い
ま
ま
な
ん
と
な
く
過
ご
す
人
。

自
分
は
何
を
し
た
い
の
か
、
ど
う
な
り

た
い
の
か
。
そ
ん
な
面
倒
な
こ
と
は
考

え
な
い
。
ラ
ク
に
、
適
当
に
毎
日
を
送

る
。
も
の
が
豊
か
で
、
成
熟
し
た
今
の

日
本
の
社
会
で
は
、
そ
ん
な
生
き
方
を

す
る
人
も
、
珍
し
く
な
い
よ
う
だ
。

第
二
に
、
目
標
は
簡
単
に
達
成
で
き

な
い
た
め
、
失
望
や
挫
折
を
味
わ
う
。

モチベーションをたかめる
コミュニケーション

最終回��

福田 健
（ふくだ たけし）

ま
ず
自
ら
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
の
た
め
に

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
。
こ
こ

で
、
ま
ず
浮
か
ぶ
の
は
、
い
か
に
し
て
、

人
の
、
あ
る
い
は
相
手
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
高
め
る
か
、
そ
の
た
め
に
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
、
と
い
う
視
点
で
は
な

か
ろ
う
か
。
だ
が
、
そ
れ
よ
り
先
に
取

り
組
む
べ
き
は
、
自
分
自
身
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
で
あ
ろ
う
。

P
・
F
・
ド
ラ
ッ
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、

「
そ
も
そ
も
、
自
分
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

で
き
な
い
者
が
、
部
下
や
同
僚
を
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
で
き
る
筈
が
な
い
。
ほ
か
の

人
間
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
は
、

主
と
し
て
、
自
分
が
模
範
と
な
る
こ
と

に
よ
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
」
―
―

『
経
営
者
の
条
件
』
―
―

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
、
同

じ
こ
と
が
言
え
る
。
自
分
を
モ
チ
ベ
ー

ト
で
き
な
い
者
が
、
他
人
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
高
め
る
な
ど
と
い
う
こ
と

は
、
で
き
な
い
相
談
な
の
で
あ
る
。
ま

ず
、
自
ら
と
向
き
合
う
こ
と
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

自
分
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
ど
ん

な
と
き
、
自
分
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

こ
の
世
の
中
、
努
力
す
れ
ば
い
い
結
果

が
出
る
と
は
限
ら
な
い
。
思
い
通
り
に

行
か
な
い
現
実
に
ぶ
つ
か
っ
て
、「
苛

立
っ
た
り
」「
諦
め
た
り
」「
相
手
の
せ

い
に
し
て
恨
ん
で
み
た
り
」
と
、
心
が

動
揺
し
て
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
一
気

に
低
下
す
る
と
き
で
あ
る
。

や
る
気
が
起
こ
ら
な
い
、
や
る
気
が

し
な
い
状
況
で
も
、
自
分
の
心
を
見
つ

め
る
こ
と
だ
。
す
ぐ
に
腹
を
立
て
た
り
、

簡
単
に
諦
め
た
り
、
相
手
の
せ
い
に
し

た
が
っ
て
い
る
自
分
の
心
の
傾
向
を
知

っ
て
、
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い

て
考
え
て
み
る
。

こ
こ
で
も
、
自
分
と
向
き
合
う
こ
と
、

つ
ま
り
自
分
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

す
る
こ
と
が
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
回
復

の
有
効
な
手
立
て
に
な
る
。
と
き
に
自

分
を
励
ま
し
、
褒
め
る
の
も
必
要
だ
ろ

う
。相

手
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

高
め
る
に
は

人
を
そ
の
気
に
さ
せ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
行
く
先
は
、
何
事
も
他
人

の
協
力
を
必
要
と
す
る
社
会
に
お
い

て
、
相
手
に
意
欲
を
喚
起
さ
せ
る
、
す

な
わ
ち
、
い
か
に
相
手
の
モ
チ
ベ
ー
シ

〈プロフィール〉
（株）話し方研究所会長。コ
ミュニケーションを軸とし
た講演、講座に多く出講し、
著書多数。
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い
結
果
を
褒
め
る
。
褒
め
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
力
を
入
れ
、
工
夫
を
す

る
方
が
、
人
の
意
欲
を
高
め
る
。

日
本
人
一
般
の
傾
向
と
し
て
、
褒
め

上
手
の
人
が
少
な
い
。
い
ざ
褒
め
よ
う

と
す
る
と
、
照
れ
て
し
ま
う
の
は
、
褒

め
る
の
を
お
だ
て
る
の
と
勘
違
い
し
て

い
る
か
ら
か
も
知
れ
な
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

ス
キ
ル
を
活
か
し
て

以
上
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る

た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り

方
は
、
前
回
ま
で
述
べ
て
き
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
キ
ル
の
主
だ
っ
た

も
の
が
、
そ
の
ま
ま
適
用
さ
れ
る
。
な

お
、
人
を
動
機
づ
け
る
上
で
好
ま
し
く

な
い
も
の
と
し
て
、「
脅
し
」「
強
要
」

「
監
視
」
が
あ
る
。
か
つ
て
は
こ
う
し

た
や
り
方
で
、
無
理
な
動
機
づ
け
が
行

わ
れ
て
い
た
が
、
今
や
過
去
の
も
の
だ
。

「
競
争
」「
報
酬
」
も
、
行
き
過
ぎ
る

と
、
逆
効
果
を
招
く
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
充
分
行
き
渡
っ
て
い
る
か
ど

う
か
が
、
鍵
に
な
る
。
今
や
「
成
果
主

義
」
の
時
代
だ
が
、
そ
の
行
き
過
ぎ
が
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
を
招
い
て
い

る
事
実
も
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

ョ
ン
を
高
め
る
か
に
行
き
着
く
。
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
自
分
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
く
、
意
欲
に
満

ち
て
い
る
人
は
、
と
か
く
自
分
の
や
る

気
を
他
人
に
も
求
め
て
、
押
し
つ
け
て

し
ま
う
傾
向
が
あ
る
。
人
は
「
も
っ
と

や
る
気
を
出
せ
」
な
ど
と
押
し
つ
け
ら

れ
た
り
、「
そ
ん
な
や
る
気
の
な
い
こ

と
で
ど
う
す
る
ん
だ
」
と
、
非
難
さ
れ

た
り
す
る
と
、
逆
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
下
が
っ
て
し
ま
う
、
や
っ
か
い
な
存

在
な
の
だ
。

ゲ
ー
テ
も
こ
う
言
っ
て
い
る
。「
青

年
は
指
導
さ
れ
る
よ
り
も
刺
激
さ
れ
る

こ
と
を
望
む
」。
自
分
が
楽
し
く
、
生

き
生
き
と
物
事
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿

が
、
相
手
に
刺
激
と
な
っ
て
「
よ
し
、

や
ろ
う
」
と
い
う
自
発
意
思
を
呼
び
起

こ
す
の
で
あ
る
。
冒
頭
に
引
用
し
た
ド

ラ
ッ
ガ
ー
の
「
自
分
が
模
範
に
な
る
」

と
い
う
言
葉
も
、
相
手
へ
の
刺
激
作
用

を
意
味
し
て
い
る
。

第
一
に
、
相
手
が
目
標
設
定
す
る
の

を
、
手
助
け
す
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
、

話
し
合
う
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
、
人
間
と
し
て
の
存
在
を
認

め
る
こ
と
。
普
段
か
ら
、
折
に
触
れ
機

会
を
と
ら
え
て
声
を
か
け
る
こ
と
。
つ

ま
り
、「
あ
い
さ
つ
」
で
あ
る
。
あ
い

さ
つ
と
は
、
相
手
を
一
人
の
人
間
と
し

て
認
め
て
、
声
を
か
け
、
相
手
と
自
分

の
間
に
通
路
を
作
る
た
め
の
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
能
で
あ
る
。
ど
ん

な
集
団
で
も
、
あ
い
さ
つ
が
活
発
に
行

わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
生
き
生
き
し

て
い
る
し
、
仕
事
の
成
果
も
上
が
っ
て

い
る
。

誰
で
も
、
自
分
が
認
め
ら
れ
て
い
る

と
実
感
で
き
る
と
き
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
高
ま
る
。
そ
の
意
味
で
、
協
力
に

よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
人
間
の
社
会

を
支
え
て
い
る
の
が
、
あ
い
さ
つ
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
日
頃
、

ろ
く
に
あ
い
さ
つ
も
し
な
い
よ
う
で

は
、
相
手
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
云
々

す
る
資
格
は
な
い
。

第
三
に
、
相
手
の
話
に
熱
心
に
耳
を

傾
け
る
こ
と
で
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
お
け
る
「
聞
き
手
」
の
役
割

は
、
ま
こ
と
に
積
極
的
な
も
の
で
あ
る

の
に
、
聞
く
こ
と
を
受
け
身
に
し
か
考

え
て
い
な
い
人
が
意
外
に
多
い
。
そ
の

た
め
、「
聞
く
こ
と
ぐ
ら
い
簡
単
に
で

き
る
」
と
、
油
断
し
て
い
な
い
だ
ろ
う

か
。
黙
っ
て
聞
く
の
は
、
聞
く
内
に
入

ら
な
い
。「
あ
な
た
の
話
を
聞
い
て
い

る
よ
」「
キ
ミ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
届
い

て
い
る
よ
」
と
、
話
を
聞
い
て
い
る
こ

と
を
、
言
葉
と
態
度
で
し
っ
か
り
伝
え

る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
熱
心
に
身
を

乗
り
出
し
、
相
槌
を
打
ち
、
相
手
の
目

を
見
て
、
豊
か
な
表
情
で
話
を
聞
い
て

も
ら
う
と
、
話
し
手
は
手
応
え
を
感
じ

て
、
話
す
こ
と
に
意
欲
と
自
信
が
持
て

る
よ
う
に
な
る
。
打
て
ば
響
く
よ
う
に

聞
く
こ
と
で
、
聞
き
手
側
か
ら
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
し
て
い
る
の
だ
。

何
故
か
と
言
え
ば
、
身
を
入
れ
て
聞
く

行
為
は
、
相
手
を
認
め
る
行
為
と
重
な

る
か
ら
だ
。

近
頃
、
無
表
情
、
無
反
応
で
話
を
聞

く
人
を
見
か
け
る
こ
と
が
多
く
な
っ

た
。
そ
れ
だ
け
、
話
し
手
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
低
下
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
気

づ
か
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
聞
き
方
が
、

人
間
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
大
き
く
影

響
す
る
こ
と
を
承
知
し
て
お
こ
う
。

第
四
に
、
相
手
の
行
為
の
結
果
に
対

す
る
評
価
の
仕
方
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
関
係
す
る
。
例
え
ば
、「
今
の
若
い

人
は
あ
い
さ
つ
も
ろ
く
に
し
な
い
」
と
、

文
句
を
言
う
年
配
者
は
、
元
気
よ
く
あ

い
さ
つ
を
し
て
い
る
若
者
に
対
し
て
、

「
キ
ミ
の
あ
い
さ
つ
は
元
気
あ
っ
て
い

い
ね
。
職
場
が
明
る
く
な
る
よ
」
と
、

プ
ラ
ス
の
評
価
を
し
て
い
る
だ
ろ
う

か
。
文
句
や
小
言
を
言
う
よ
り
も
、
よ
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中
央
研
修
会
報
告

明
る
い
選
挙
推
進
協
会
は
、
平
成
一
九
年
三
月
七

日
、
八
日
、
東
京
都
千
代
田
区
で
平
成
一
八
年
度
中

央
研
修
会
を
開
催
し
、
都
道
府
県
、
指
定
都
市
の
明

推
協
会
長
、
選
管
書
記
、
市
区
町
村
明
推
協
の
会
長

な
ど
、
約
一
六
〇
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
最
近
の
選

挙
制
度
の
動
向
や
進
展
す
る
地
方
分
権
と
統
一
地
方

選
挙
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
講
演
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、「
平
成
一
八
年
度
明
る
い
選
挙
推
進
優
良
活
動
」

表
彰
団
体
の
事
例
発
表
や
「
臨
時
啓
発
の
取
り
組
み
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
、
会
場
も
交
え
た
熱
心
な
討
議
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

一
日
目
の
三
月
七
日
は
、
総
務
省
の
久
元
喜
造
選

挙
部
長
が
「
最
近
の
選
挙
制
度
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
し
た
。
地
方
公
共

団
体
の
長
の
選
挙
に
つ
い
て
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
作

成
、
頒
布
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
使
っ
た
選
挙
運
動
な
ど
今
後
の
選
挙
の
方
向
性

に
つ
い
て
言
及
し
ま
し
た
。

次
に
「
平
成
一
八
年
度
明
る
い
選
挙
推
進
優
良
活

動
」
に
表
彰
さ
れ
た
八
団
体
の
事
例
が
、
そ
れ
ぞ
れ

品
川
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
会
長
の
石
井
恒
男

さ
ん
、
愛
知
県
の
明
る
い
選
挙
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー
の

山
内
侯
祝
さ
ん
と
神
野
友
実
さ
ん
、
兵
庫
県
の
た
つ

の
夢
く
ら
ぶ
会
長
の
宗
實
雅
典
さ
ん
、
山
口
県
の
青

年
法
政
大
学
周
南
会
場
運

営
委
員
会
委
員
長
の
末
冨

和
彦
さ
ん
、
ミ
ニ
選
挙
管

理
委
員
会
２
０
０
１
（
in

延
岡
）
会
長
の
小
野
史
織

さ
ん
、
仙
台
選
挙
サ
ポ
ー

タ
ー
の
会
代
表
の
新
野
智

弘
さ
ん
、
横
浜
市
青
葉
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

推
進
員
の
高
橋
敦
子
さ
ん
、
名
古
屋
市
青
年
選
挙
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
高
田
沙
絵
子
さ
ん
か
ら
発
表
が
行
わ
れ

ま
し
た
（
各
団
体
の
活
動
の
詳
細
は
本
誌
特
集
参
照
）。

二
日
目
の
三
月
八
日
は
、
財
団
法
人
東
京
市
政
調

査
会
の
西
尾
勝
理
事
長
が
「
地
方
分
権
改
革
か
ら
み

た
今
回
の
統
一
地
方
選
挙
の
意
義
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
し
ま
し
た
。
西
尾
氏
は
、
地
方
分
権
改
革
・
政
治

構
造
改
革
の
流
れ
や
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
の
変

化
を
分
か
り
や
す
く
解
説
す
る
と
と
も
に
、
今
回
の

統
一
地
方
選
挙
に
及
ぼ
す
影
響
を
指
摘
し
、「
度
重

な
る
首
長
や
政
治
家
の
不
祥
事
に
よ
り
、
国
民
の
政

治
不
信
、
政
党
不
信
が
広
が
り
、
無
党
派
層
が
拡
大

し
て
い
る
こ
と
は
、
あ
る
意
味
自
然
な
流
れ
」
と
し

な
が
ら
も
、「
政
党
政
治
に
戻
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
」
と
強
調
。「
ど
う
や
っ
て
政
党
政
治
を
再
構
築

す
る
の
か
が
、
国
会
議
員
だ
け
で
な
く
地
方
議
会
議

員
に
も
問
わ
れ
て
い
る
。
今
後
を
占
う
上
で
も
、
今

回
の
選
挙
結
果
に
注
目
し
た
い
」
と
ま
と
め
ら
れ
ま

し
た
。

続
い
て
、「
臨
時
啓
発
の
取
り
組
み
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
神
奈
川

県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
の
鐡
村
恭
二
会
長
の
進

行
の
も
と
、
山
形
県
、
新
潟
県
上
越
市
、
三
重
県
、

横
浜
市
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
山
形
県
選
挙
管
理
委
員
会
の
渡
邉
哲
哉
主

事
が
、「
選
挙
啓
発
サ
ポ
ー
ト
企
業
・
団
体
」
の
導

入
の
ね
ら
い
と
事
業
概
要
を
説
明
。
続
い
て
、
上
越

市
の
「
選
挙
に
行
こ
う
！
若
者
委
員
会
」
委
員
長
の

三
浦
徹
さ
ん
と
、
三
重
県
の
青
年
選
挙
リ
ー
ダ
ー
組

織
「
ラ
イ
ト
ス
タ
ッ
フ
」
メ
ン
バ
ー
の
松
山
元
洋
さ

ん
が
、
大
学
生
や
新
成
人
な
ど
の
若
者
が
中
心
と
な

っ
て
活
動
し
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
の
結
成
経
緯

や
啓
発
活
動
の
状
況
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
横
浜

市
選
挙
管
理
委
員
会
の
大
橋
弘
昭
啓
発
係
長
か
ら

は
、
平
成
一
八
年
の
市
長
選
挙
で
の
啓
発
活
動
の
概

要
と
大
学
で
行
っ
た
同
選
挙
の
有
権
者
の
投
票
行
動

に
つ
い
て
、
分
析
結
果
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

事
例
報
告
後
、
パ
ネ
ラ
ー
同
士
で
意
見
交
換
が
行

わ
れ
る
と
と
も
に
、
会
場
か
ら
選
挙
啓
発
へ
の
企
業

の
協
力
の
あ
り
方
、
啓
発
活
動
に
お
け
る
若
者
の
役

割
や
マ
ス
コ
ミ
の
活
用
、
若
者
組
織
と
明
推
協
と
の

連
携
な
ど
に
つ
い
て
の
質
疑
や
意
見
が
出
さ
れ
、
活

発
な
討
議
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
受
け
、

吉
村
会
長
は
、
企
業
、
民
間
団
体
、
若
者
、
大
学
な

ど
社
会
資
源
を
有
効
・
適
切
に
活
用
し
、
多
様
な
組

み
合
わ
せ
で
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
の
意
義

を
強
調
し
、
二
日
間
の
研
修
最
後
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
閉
じ
ま
し
た
。



26

明
る
い
選
挙
推
進
協
会
と
政
治
情
報
の
総
合
サ
イ

ト
「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
み
ん
な
の
政
治
」
は
、
若
年
層

に
政
治
、
選
挙
、
社
会
問
題
へ
の
関
心
と
選
挙
に
対

す
る
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、「
ケ
ー

タ
イ
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
共
催
し

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
終
了
し
、
三
月
二
十
一
日
、

東
京
南
青
山
に
あ
る
若
者
に
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
「
ス

パ
イ
ラ
ル
ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
、
優
秀
作
品
の
展
示

会
と
グ
ラ
ン
プ
リ
な
ど
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、「
普
段
何
気
な
く
見
過
ご
し

て
い
る
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
が
、
実
は
社
会
や
政
治

と
つ
な
が
っ
て
い
る
」
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

”ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
気
分
“
で
身
近
な
風
景
の
中
に
潜
む

環
境
や
福
祉
、
少
子
化
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
「
社
会

問
題
」
を
発
見
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
募
集
期
間
は
二
〇
〇
六
年
十
二
月
二
五
日
か
ら
二

〇
〇
七
年
二
月
十
一
日
、
今
や
若
者
に
必
須
の
ツ
ー

ル
と
な
っ
た
携
帯
電
話
で
写
真
を
撮
り
、
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
書
き
、
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
上
の
コ
ン
テ
ス
ト
公
式

サ
イ
ト
に
送
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
公
式
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
数
は
約
三
二
万
、
応

募
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
数
は
一
万
四
五
八
七
、
応

募
数
は
三
六
五
六
点
と
高
い
関
心
を
呼
び
、
応
募
者

の
九
割
は
三
〇
歳
代
以
下
の
方
が
占
め
ま
し
た
。

　
審
査
は
ま
ず
一
次
選
考
と
し
て
、
事
務
局
が
選
ん
だ

一
〇
〇
作
品
の
中
か
ら
、
審
査
員
が
「
視
点
の
鋭
さ
」

や
「
作
品
の
持
つ
社
会
性
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
」
な
ど
、

様
々
な
角
度
か
ら
審
査
し
、
一
五
作
品
を
選
出
し
ま

し
た
。

審
査
員
長
に
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
嶌

信
彦

さ
ん
、
審
査
員
に
作
詞
家
で
京
都
造
形
芸
術
大
学
芸

術
学
部
教
授
の
秋
元

康
さ
ん
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
・
フ

ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
の
桐
島

ロ
ー
ラ
ン
ド
さ
ん
、
女
優

で
日
本
テ
レ
ビ
「
真
相
報
道
バ
ン
キ
シ
ャ
！
」
で
報

道
キ
ャ
ス
タ
ー
を
務
め
る
菊
川

怜
さ
ん
、
そ
し
て
漫

画
家
で
、
週
刊
文
春
な
ど
で
活
躍
す
る
コ
ラ
ム
ニ
ス

ト
の
辛
酸
な
め
子
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

一
次
選
考
を
通
過
し
た
一
五
作
品
は
公
式
サ
イ
ト

に
三
月
一
日
か
ら
十
一
日
ま
で
公
開
さ
れ
、
二
次
審

査
は
一
般
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投

票
を
行
い
、
得
票
数
の
多
い
作
品
を
グ
ラ
ン
プ
リ
・

準
グ
ラ
ン
プ
リ
と
す
る
と
い
う
、
選
挙
に
な
ぞ
ら
え

た
選
抜
方
式
が
取
ら
れ
ま
し
た
。
審
査
に
は
三
八
〇

六
票
が
投
じ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
伊
藤

敦
子
さ
ん

（
奈
良
県
在
住
）
の
「
女
の
履
歴
書
」（
菊
川

怜
さ
ん

に
よ
る
審
査
員
特
別
賞
と
の
ダ
ブ
ル
受
賞
）
が
、
ま

た
準
グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
氏
原

綾
野
さ
ん
（
東
京
都
在

住
）
の
「
笑
顔
の
宝
石
箱
」（
嶌
信
彦
さ
ん
に
よ
る
審

査
員
特
別
賞
と
の
ダ
ブ
ル
受
賞
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
グ
ラ
ン
プ
リ
と
準
グ
ラ
ン
プ
リ
の
ほ
か
、

審
査
員
特
別
賞
五
点
、
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
み
ん
な
の
政

治
賞
一
点
、
優
秀
賞
九
点
が
発
表
さ
れ
、
受
賞
者
に
は

盾
や
賞
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

「
ケ
ー
タ
イ
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・

コ
ン
テ
ス
ト
」
グ
ラ
ン
プ
リ
発
表

何十年かぶりに履歴書を書いた。結婚前の数年の
銀行勤め、パートで働いたこと、正社員として勤め
た四年間。でも、何かが足りない。自分の履歴で大
事な事が抜けている。妻、母として三人の子育てを
したことだ。それを書く欄がない。子ども達、家族
としての時間を大事にしたくて、専業主婦で過ごし
た期間は長い。それは、あくまで個人的な話しで、
生産性がなければ、社会的には特記に値しないよう
だ。でも、“ただの主婦です。”と、言わせる社会では、
結婚や子どもを産まないことを選択する人が増える
のもわかる気がする。

グランプリ

事
業

紹
介

表彰式
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●特集は、平成18年度の明るい選挙推進優良活動表彰を受賞

した8団体の活動を取り上げました。会費制で活動する品川区

明推協、チーム制で活動する仙台選挙サポーターの会、小中学

校などで出前講座を行う愛知県の明るい選挙推進サポーター、

若者による活動のミニ選管など、全国の明推協活動をリードす

る事例です。

●連載してきましたドイツの政治教育、人をその気にさせるコ

ミュニケーション、英国・選挙腐敗防止の軌跡は今回で終了で

す。ドイツの情報はとても貴重なものでした。

編　　集　　後　　記

協会からのお知らせ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

●次号は5月末の発行予定です。連載は海外の政治教育の紹介

と、研修会開催などに役立つテクニックの紹介を、マンガは歴

史上重要な足跡を残した政治家をテーマに編集作業を進めてお

ります。

●この広報誌につきまして、読者の皆様からの感想、ご意見を

お待ちしております。また、「このテーマを取り上げたらどう

か」「私たちのこの活動を紹介してくれ」、などの提案も歓迎で

す。よろしくお願いします。

○協会会長の交代
協会第7代会長の内田満氏が、平成19年1月26日に逝去されました。内田前会長は政治学者で、早稲田大学政治経済学部

で長年教鞭を取られるとともに、日本選挙学会理事長や衆議院選挙区画定審議会委員などを務められました。平成14年4

月に協会会長に就任され、協会の運営をご指導いただくとともに、各地で行われた講演などを通して明るい選挙の推進に

ご尽力いただきました。本誌のコーナー「名言の舞台」は、内田前会長の著書に発想を得たものです。謹んでご冥福をお

祈りいたします。

また、2月16日開催の当協会理事会において、佐々木毅氏が新会長に就任しました。佐々木新会長は政治学者で、長年

にわたり東京大学法学部で教鞭を取られ、法学部長、総長を歴任されました。現在、21世紀臨調共同代表、学習院大学法

学部教授等を務めておられます。

編集・発行　●財団法人 明るい選挙推進協会

〒105-0001 東京都港区虎ノ門2丁目1番1号商船三井ビル4F 蕁 03（3560）6266・6267 FAX 03（3560）6268
〈ホームページ〉http://www.akaruisenkyo.or.jp/ 〈メールアドレス〉akaruisenkyo@mua.biglobe.ne.jp

編 集 協 力　●株式会社 公職研

SNS「めいすいNET」開設
明るい選挙推進協会は、各地の選挙管理委員会職員、明るい選挙推進協議会の委

員・推進員など明るい選挙推進運動の関係者が、情報を共有し、意見交換をすること
ができる「めいすいNET」を開設しました。この「めいすいNET」は、ソーシャル
ネットワーキングサービス（SNS）によるWEBサイトで、平成19年3月20日より
運営を開始しました。みなさん、ぜひご参加ください。

（1）会員
会員に登録できるのは下記の明るい選挙推進運動関係者で、登録は会員から非会員への

招待制とし、招待権限を持つのは協会及び選管職員です。実名制を採用しています。
①都道府県・指定都市、市区町村の選管職員
②都道府県・指定都市、市区町村の明推協委員、推進員等
③青年リーダー研修等、協会が主催する各種研修会への参加者等
（2）機能
日記（活動報告）、メッセージなどの機能を使って、SNS内で情報の収集・伝達、意見交換等ができます。

①マイページ
会員は個人のページを持ち、日記の書き込み等により、情報を発信できます。

②会員間の相互機能
会員は相互に日記の閲覧、コメントの書き込み、メッセージのやり取りができます。

③コミュニティ（グループ）
複数の会員でコミュニティを作り、その中で特定の話題を設定して情報の交換ができます。

④お知らせ機能
協会からの連絡事項やメッセージ受信などの更新情報などが、会員に自動的に通知されます。

⑤検索機能
サイト内の情報がキーワード等により検索できます。

⑥データベース
自治体ごとに投票率、明るい選挙推進協議会の組織や啓発事業などの情報を蓄積していただき、データベースとして会員が閲覧

できます。
⑦アンケート
SNS内でアンケートを実施できます（アンケートの乱立を避けるため、協会が実施します）。

事
業
紹
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